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photo 新成人のことばを述べる小泉綾香さん
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消防出初式
Feature

学力は、未来へのチカラ。
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成
23
年
成
人
式
が
１
月
９
日
、
文
化

　
　

交
流
プ
ラ
ザ
「
ス
ワ
ニ
ー
」
で
開
か

れ
、
晴
れ
着
や
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
91

人
の
新
成
人
が
大
人
へ
の
決
意
を
新
た
に

し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
橋
本
美
沙
子
さ
ん
が
新
成

人
を
代
表
し
て
村
民
憲
章
を
朗
読
。
古
川

健
治
村
長
が
「
成
人
に
な
れ
ば
、
自
ら
の

判
断
と
責
任
が
求
め
ら
れ
る
。
社
会
人
と

し
て
真
剣
に
志
を
立
て
、
情
熱
を
も
っ
て

若
い
力
を
大
い
に
発
揮
し
て
ほ
し
い
」
と

式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
三
角
武
男
村
議
会

平成 23年

六ヶ所村
成人式

Coming-of-Age-Ceremony 2011

議
長
は
祝
辞
で
「
自
分
が
生
ま
れ
育
っ
た

故
郷
を
誇
り
に
し
て
、
自
ら
の
力
で
知
性

を
磨
き
な
が
ら
心
身
を
鍛
練
し
大
き
く
飛

躍
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と
述
べ

ま
し
た
。

　

新
成
人
代
表
の
こ
と
ば
を
藤
ヶ
森
翔
汰

さ
ん
と
小
泉
綾
香
さ
ん
が
発
表
し
ま
し

た
。
藤
ヶ
森
さ
ん
は
「
今
ま
で
両
親
、
友

だ
ち
、
先
生
な
ど
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
歩
ん
で
い

き
た
い
。
僕
た
ち
に
は
可
能
性
が
た
く
さ

ん
あ
る
。
未
来
は
自
分
た
ち
し
だ
い
。
自

分
の
行
動
に
責
任
を
も
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の

目
標
に
向
か
っ
て
歩
ん
で
い
く
こ
と
を
誓

い
ま
す
」
と
、
小
泉
さ
ん
は
「
大
人
と
し

て
自
由
に
決
断
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
半

面
、
責
任
と
義
務
が
発
生
す
る
。
今
度
は

地
域
の
人
た
ち
や
子
ど
も
た
ち
を
温
か
く

見
守
っ
て
い
く
立
場
に
な
っ
た
。
地
域
の

活
性
化
に
は
地
域
に
愛
着
を
も
ち
、
行
動

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
卒
業
後
は
六
ヶ

所
村
で
働
き
、
こ
れ
ま
で
受
け
て
き
た
村

か
ら
の
恩
恵
を
還
元
し
て
い
き
た
い
」
と

抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
後
は
、
リ
ポ
ー
タ
ー
・
歌
手
の
中

島
美
華
さ
ん
が
講
演
。
会
場
の
新
成
人
へ

村
の
い
い
と
こ
ろ
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た

り
、
歌
を
披
露
し
た
り
と
、
楽
し
い
ス
テ
ー

ジ
を
披
露
し
ま
し
た
。
最
後
に
「
出
会
い
を

宝
に
し
て
。
こ
れ
か
ら
素
敵
な
出
会
い
や

辛
い
出
会
い
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
辛
い
出

会
い
は
嫌
な
こ
と
を
気
付
か
せ
る
。一
方
で
、

大
好
き
な
も
の
と
の
出
会
い
は
人
生
を
豊

か
に
さ
せ
て
く
れ
る
。
出
会
い
を
大
切
に
」

と
成
人
た
ち
を
激
励
し
ま
し
た
。

大
人
へ
の
決
意
新
た
に

20
歳
迎
え
「
地
域
へ
愛
着
を
も
ち
、行
動
す
る
」

新成人たちへインタビュー
『新成人としての抱負』を
5 人の新成人に聞きました

小泉珠瑛華さん
（千歳平）

SE（システムエンジニ
ア）目指し勉強を頑張
りたいです。早く自立
して、両親に恩返しし
たいです。

佐藤克頼さん
（尾駮）

大学の陸上部で長距離
走のオリンピック選手
目指し頑張っていま
す。行動や言動に責任
をもちたいです。

橋本征弥さん
（平沼）

橋本和明さん
（倉内）

鳥山育美さん
（千歳平）

今年は就活の年。就職
を早く決めて親を安心
させたいと思います。
今日は友だちとも会え
てうれしかったです。

夢に近付けるように勉
強をもっと頑張りたい
と思います。
ここまで育ててくれた
両親にも感謝です。

念願の夢叶って、4 月
から警察学校に通いま
す。人に優しい警察官
になり、安全な地域づ
くりに励みたいです。
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▼▼

1_ 友人との再会に会話がはずむ　2_ 村民憲章を朗読した橋本さん　3_ 新成
人のことばを述べた藤ヶ森さん　4_ 新成人を代表して教育委員会から記念品
を受け取る石久保恭平さん　5_リポーター・歌手の中島さんは新成人へのエー
ルとして歌を披露。力強い歌声が会場に響き渡った　6_ 表情を引き締め祝辞
に聞き入る　7_晴れ着に身を包んだ新成人たち。自然に笑顔がはじける

Coming-of-Age-Ceremony 2011
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"Academ
ic Ability" paves the w

ay for the future.

学
力
は
、
未
来
へ
の
チ
カ
ラ
。

特  集
Feature

本年度の青森県学習状況調査の結果が公表されました。

伸び悩む村の子どもたちの学力、

そして現状の課題とは。

子どもたちのために

今、必要なものは何か。

「気付く」こと、

それが子どもを変えていきます。

Chapter

これでいいの？
村の子どもたちの

学力
[ 青森県学習状況

調査結果報告 ]

真剣なまなざしで問題に挑む児童たち（尾駮小学校冬休み学習会）

　

昨
年
８
月
に
実
施
さ
れ
た
全

県
の
小
学
校
５
年
生
と
中
学
校

２
年
生
を
対
象
に
し
た
、
平
成

22
年
度
青
森
県
学
習
状
況
調
査

の
結
果
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
学
校
で
は
算
数
が
下
回
っ

た
も
の
の
、
ほ
か
の
教
科
は
比

較
的
良
好
だ
っ
た
昨
年
度
の
状

況
を
維
持
。
中
学
校
で
は
、
向

上
が
見
ら
れ
た
昨
年
度
を
大
き

く
下
回
り
ま
し
た
。

　

村
内
全
校
を
平
均
し
て
み
る

と
こ
の
よ
う
な
結
果
に
な
り
ま

す
が
、
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
県

平
均
を
上
回
っ
て
い
る
教
科
も

複
数
校
に
見
ら
れ
ま
す
。

　

小
学
校
で
は
上
北
管
内
の
上

位
に
位
置
す
る
学
校
が
５
校
中

３
校
あ
り
ま
す
。

　

中
学
校
に
つ
い
て
は
、
常
に

上
北
管
内
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に

位
置
し
て
い
る
学
校
が
１
校
あ

り
ま
す
が
、
学
校
間
格
差
が
激

し
い
の
が
現
状
。
学
習
内
容
の

定
着
方
法
を
独
自
に
工
夫
し
て

い
る
学
校
で
は
、
特
に
そ
の
効

果
が
表
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
学
校
に
お
い
て
は
、

そ
の
学
年
で
の
学
習
内
容
だ
け

で
は
な
く
、
そ
れ
以
前
の
学
年

の
積
み
残
し
や
課
題
が
な
い
よ

う
に
指
導
の
力
点
を
置
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

平成 23 年

六ヶ所村
消防出初式

New Year parade of fire department brigades 2011

　
　

春
恒
例
の
六
ヶ
所
村
消
防

　
　

出
初
式
が
１
月
５
日
、
文

化
交
流
プ
ラ
ザ
「
ス
ワ
ニ
ー
」

を
会
場
に
盛
大
に
挙
行
さ
れ
ま

し
た
。

　

出
初
式
に
は
六
ヶ
所
村
消
防

団
の
ほ
か
▽
む
つ
小
川
原
石
油

備
蓄
株
式
会
社
自
衛
消
防
隊
▽

日
本
原
燃
株
式
会
社
消
火
専
門

隊
▽
六
ヶ
所
消
防
署
▽
泊
婦
人

消
防
協
力
隊
の
総
員
１
９
０

人
、
消
防
車
両
16
台
が
参
加
。

団
員
は
古
川
健
治
村
長
に
よ
る

観
閲
を
受
け
た
後
、
力
強
い
分

列
行
進
や
勇
壮
な
ま
と
い
振
り

を
披
露
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
永
年
に
わ
た
り

消
防
団
の
活
動
に
甚
力
し
た
退

職
消
防
団
員
へ
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
職
務
に
精

励
し
他
の
模
範
と
な
っ
た
消
防

団
員
に
対
し
村
長
章
と
団
長
章

が
授
与
さ
れ
、「
六
ヶ
所
村
消

防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度
」

に
認
定
さ
れ
た
事
業
所
に
認
定

証
と
表
示
証
が
交
付
さ
れ
ま
し

防
災
体
制
確
立
へ
、
士
気
高
め
る

消
防
出
初
式
挙
行
さ
れ
る

た
。

　

古
川
健
治
村
長
は
「
今
後
と

も
一
致
団
結
さ
れ
、
消
防
の
果

た
す
役
割
・
使
命
を
今
一
度
認

識
し
合
う
と
と
も
に
、
相
互
の

緊
密
な
連
携
の
も
と
災
害
の
憂

い
を
な
く
す
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
に
、
な
お
一
層
の
力
強
い
ご

支
援
を
賜
り
た
い
」
と
訓
示
を

述
べ
ま
し
た
。

〈
受
賞
者
は
次
の
と
お
り（
敬
称
略
）〉

【
退
職
消
防
団
員
感
謝
状
】（
前
所
属
・

階
級
、
勤
続
年
数
）

沼
端　

正
（
３
分
団
・
分
団
長
、
30

年
９
月
）
▽
中
村
豊
（
５
同
・
同
、

29
年
11
月
）
▽
三
浦
昭
三
（
７
同
・

同
、
24
年
10
月
）
▽
高
田
秀
樹
（
４

同
・
副
分
団
長
、
29
年
９
月
）
▽
林

下
喜
代
志
（
７
同
・
同
、
27
年
６
月
）

▽
木
村
明
雄
（
１
同
・
部
長
、
17
年

７
月
）
▽
高
橋
博
美
（
５
同 

・
団
員
、

27
年
２
月
）
▽
林
一
彦
（
10
同
・
同
、

25
年
６
月
）
▽
中
村
学
（
10
同
・
同
、

19
年
５
月
）
▽
尾
ヶ
瀬
正
幸
（
２
同
・

同
、
６
年
１
月
）

【
六
ヶ
所
村
長
章
】（
所
属
・
階
級
）

木
村
彰
（
１
分
団
・
団
員
）
▽
橋
本

一
美
（
２
同
・
同
）
▽
和
田
佑
介
（
３

同
・
同
）
▽
高
田
正
親
（
４
同
・
同
）

▽
高
橋
智
和
（
５
同
・
同
）
▽
畠
山

健
一
（
９
同
・
同
）
▽
瀬
川
進
一
（
９

同
・
同
）
▽
石
久
保
光
男
（
10
同
・
同
）

【
団
長
表
彰
】（
所
属
・
階
級
）

高
村
輝
彦
（
１
分
団
・
団
員
）
▽
尾

ヶ
瀬
馨
（
５
同
・
同
）
▽
行
田
広
幸

（
６
同
・
同
）
▽
林
下
英
則
（
７
同
・

同
）
▽
林
正
芳
（
10
同
・
同
）

〈
認
定
事
業
所
は
次
の
と
お
り
〉

【
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度
認

定
事
業
所
名
簿
】（
代
表
者
氏
名
）

六
ヶ
所
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
株
式
会

社
（
橋
本
良
春
）
▽
葛
西
産
業
株
式

会
社
（
葛
西
徹
也
）

1_ 消防団を観閲する古川村長（左）2_ 勇壮なまとい振りを披露した消防団
員たち　3_ 一糸乱れぬ分列行進を見せた第一中隊（第４分団〈久保一人分団
長〉）4_ 消防団、消防署とむつ小川原石油備蓄㈱自衛消防隊による一斉放水

新

小学校５年生 中学校２年生

平成 22 年度青森県学習状況調査（対青森県比）

2

3

4

1
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県
の
学
習
状
況
調
査
の
結
果

か
ら
見
え
る
も
の
は
、
学
校
で

は
反
復
的
な
指
導
が
求
め
ら

れ
、
家
庭
で
も
学
習
内
容
の
定

着
の
た
め
の
家
庭
学
習
が
必
要

だ
と
い
う
こ
と
。
学
校
と
家
庭

の
連
携
が
今
ま
さ
に
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

学
力
向
上
へ
向
け
て
―

学
校
・
教
委
が
取
り
組
む
事
業

　

村
教
育
委
員
会
は
平
成
21

年
、
子
ど
も
た
ち
の
学
習
意
欲

の
向
上
▽
基
礎
基
本
の
定
着
▽

思
考
力
・
表
現
の
向
上
▽
問
題

解
決
能
力
の
向
上
―
を
目
的

に
、『
学
力
向
上
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
』
を
策
定
。
学
力
向
上

実
践
モ
デ
ル
校
▽
村
独
自
の
学

力
調
査
▽
英
語
漬
け
体
験
学
習

▽
将
来
の
夢
は
ぐ
く
み
講
話
▽

読
書
推
進
運
動
▽
環
境
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
教
育
―
の
６
点
を
柱

に
、
村
独
自
の
特
色
あ
る
事
業

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
８
月
に
開

講
し
た
村
営
学
習
塾

『
Ｖビ

レ

ッ

ジ

Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ａ
Ｇ
Ｅ
ア
カ
デ

ミ
ー
』
で
は
、
村
内
の
小
学
校

５
年
生
か
ら
中
学
校
３
年
生
の

子
ど
も
た
ち
が
週
１
回
学
習
に

励
ん
で
い
ま
す
。
学
校
経
営
に

関
し
て
は
、
教
育
委
員
会
が
各

校
を
訪
問
し
経
営
の
充
実
に
関

す
る
協
議
を
行
う
学
校
訪
問
を

行
っ
た
り
、
学
校
ご
と
に
委
嘱

さ
れ
た
評
議
員
が
地
域
住
民
の

意
向
を
学
校
運
営
に
反
映
さ
せ

た
り
し
て
い
ま
す
。

　

来
年
度
か
ら
小
学
校
で
始
ま

る
外
国
語
活
動
へ
の
対
応
を
視

野
に
入
れ
、英
語
指
導
助
手（
Ａ

Ｌ
Ｔ
）を
本
年
度
は
１
人
増
員
。

２
人
体
制
で
ネ
イ
テ
ィ
ブ
な
発

音
を
重
視
し
た
英
会
話
な
ど
の

指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
教
員
対
象
の
研
修
会

も
定
期
的
に
実
施
。
各
教
科
の

教
員
の
指
導
力
ア
ッ
プ
の
た
め

に
、
講
師
を
招
い
て
勉
強
会
を

開
い
て
い
ま
す
。

学
区
越
え
て
意
見
を
交
わ
す

貴
重
な
場
「
教
育
懇
談
会
」

　

保
護
者
と
教
育
関
係
者
が
一

堂
に
会
し
教
育
課
題
に
関
す
る

意
見
交
換
を
行
う
教
育
懇
談
会

も
、
村
独
自
の
取
り
組
み
の
一

つ
。
村
内
の
教
育
の
一
層
の
充

実
を
図
る
た
め
、
本
年
度
は
８

月
６
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は
『
学
校
・
家
庭
・

地
域
の
連
携
を
深
め
る
方
法
に

つ
い
て
』。
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

保
育
所
長
、
各
校
の
評
議
員
な

ど
52
人
が
、
学
区
ご
と
に
テ
ー

マ
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
結
果

を
発
表
し
、
出
席
者
全
体
で
話

し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

学
校
側
か
ら
は
「
参
観
日
を

指
摘
し
嘆
く
だ
け
で
は
な
く
、

行
動
に
移
す
こ
と
。
保
護
者
が

学
校
と
の
距
離
を
縮
め
、
子
ど

も
に
つ
い
て
主
体
的
に
話
し
合

う
こ
と
が
必
要
で
す
。

学
習
環
境
の
さ
ら
な
る
充
実
へ

心
と
体
の
健
康
づ
く
り

　

子
ど
も
た
ち
が
心
身
と
も
に

健
康
で
、
元
気
で
勉
強
に
打
ち

込
め
る
環
境
を
作
る
こ
と
も
周

囲
の
大
人
た
ち
の
役
目
。
そ
れ

に
は
、
規
則
正
し
い
生
活
習
慣

と
朝
ご
は
ん
の
摂
取
が
大
き
く

関
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

村
学
校
保
健
会
は
21
年
度
か

ら
『
食
育
で
心
と
体
の
健
康
づ

く
り
～
生
活
リ
ズ
ム
と
朝
食
を

通
し
て
～
』
を
テ
ー
マ
に
、
食

に
関
す
る
指
導
な
ど
さ
ま
ざ
ま

は
じ
め
と
す
る
行
事
な
ど
に
保

護
者
の
集
ま
り
が
悪
い
」
と
連

携
上
の
悩
み
が
出
さ
れ
る
一

方
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
は
「
学
校
に

は
ま
だ
敷
居
の
高
い
と
こ
ろ
が

あ
る
の
で
は
？
」
と
い
う
意
見

が
出
る
な
ど
、
多
様
な
意
見
が

活
発
に
交
換
さ
れ
ま
し
た
。

　

多
く
の
課
題
に
つ
い
て
は
、

簡
単
に
解
決
へ
の
糸
口
が
み
つ

か
る
よ
う
な
も
の
で
あ
り
ま
せ

ん
が
、
話
し
合
い
が
進
む
中
で

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
活
性
化
に
よ
る

打
開
策
や
、
親
と
先
生
に
よ
る

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て

心
の
つ
な
が
り
を
つ
く
る
な
ど

の
ア
イ
デ
ア
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
学
校
が
地
域
へ
と
足

を
運
ぶ
方
法
は
ど
う
か
」
と
い

う
発
想
を
転
換
し
た
積
極
的
な

ア
イ
デ
ア
も
あ
り
ま
し
た
。

　

現
在
の
学
校
と
保
護
者
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
は
、

お
互
い
に
ど
ん
な
こ
と
に
困
っ

て
い
る
の
か
と
い
う
問
題
す
ら

見
え
に
く
い
も
の
に
し
て
し

ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
大

人
社
会
が
機
能
し
な
く
な
っ
て

い
る
こ
と
へ
の
危
機
意
識
が
必

要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

打
開
策
は
、
現
状
の
問
題
を

な
取
り
組
み
を
展
開
。
そ
の
先

駆
け
と
し
て
、
①
就
寝
・
起
床

時
間
、
②
朝
食
を
食
べ
て
い
る

か
―
の
２
点
を
含
め
た
児
童
生

徒
の
実
態
を
調
査
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
発
達
段
階
に
合
わ

せ
た
望
ま
し
い
就
寝
時
間
は
小

学
生
が
９
時
～
10
時
ま
で
、
中
学

生
が
11
時
ま
で
と
そ
れ
ぞ
れ
異

な
り
、
起
床
時
間
は
授
業
開
始
の

２
時
間
前
（
６
時
30
分
）
ま
で
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
小
学
生
で
は
約

半
数
が
守
ら
れ
て
い
る
一
方
、
中

学
生
は
高
学
年
に
な
る
に
つ
れ

て
遅
く
な
る
傾
向
が
強
く
な
っ

て
い
ま
す
。
起
床
時
間
に
つ
い
て

も
同
様
の
結
果
で
し
た
。

　

朝
ご
は
ん
に
関
し
て
は
、
児
童

生
徒
と
も
摂
取
率
が
１
０
０
％

近
く
ま
で
改
善
さ
れ
て
い
ま
す
。

村
養
護
教
諭
部
会
の
川
村
直
美

先
生
（
尾
駮
小
）
は
「*

早
寝

早
起
き
朝
ご
は
ん
を
呼
び
か
け

て
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
の
児
童
や

生
徒
が
朝
ご
は
ん
を
食
べ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
一
過
性
の

も
の
で
は
な
く
今
後
も
継
続
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
睡
眠

時
間
は
バ
ラ
つ
き
が
あ
る
よ
う

で
す
。
体
調
が
悪
く
て
保
健
室

に
来
る
児
童
や
生
徒
は
睡
眠
時

間
が
十
分
で
は
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
」
と
話
す
。
体
の
成
長

に
必
要
な
成
長
ホ
ル
モ
ン
が
多

く
分
泌
さ
れ
る
睡
眠
時
間
は
、

大
脳
生
理
学
に
よ
る
と
、
５
歳

以
上
10
歳
未
満
の
子
は
10
時
間

以
上
、
10
歳
以
上
は
９
時
間
以

上
が
目
安
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
『
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
』

に
、
子
ど
も
と
一
緒
に
取
り
組

ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

　図書ボランティアが１・２年生を対象
に読み聞かせを行っている。子どもたち
は読み聞かせを通じて聞く態度が身に付
き、創造力が養われているという。ボラ
ンティアの母親目線の温かさも子どもた
ちに伝わるようだ。
　ボランティアの皆さんは、読み聞か
せを通じて読書の意義や必要性を感じ
たと話す。読み聞かせのほかにも、本
のカバーがけや図書の整理・修理など
の図書館業務をサポートしている。

学力向上のために
今求められている

共育力

特  集
Feature

学力は、未来へのチカラ。
"Academic Ability" paves the way for the future.

子
ど
も
た
ち
の
学
力
向
上
の
た
め
に

何
よ
り
強
く
求
め
ら
れ
る
の
は

『
家
庭
（
地
域
）・
学
校
・
教
育
委
員
会
の
連
携
』。

取
り
組
み
と
問
題
点
を
理
解
し
、

そ
れ
ぞ
れ
が
一
歩
を
踏
み
出
す
時
で
す
。

Chapter

学校を、より身近に。

尾駮小の冬休み学習会（1 月 11・14 日）
で、保護者が学習ボランティアとして
児童たちのテストの採点を体験。保護
者には「子どもたちの普段のようすが
見れる」「指導体験は貴重」など好評。
学校側も「ほかの子どもたちとのふれ
あいを通して子どもたちのよさを発見
してほしい」と話す。同校は今後、ボ
ランティアの機会を増やしより一層保
護者との連携を強めたいと話している。

●図書ボランティア（泊小学校）

●学習ボランティア（尾駮小学校）

　保護者が学校で子どもたちの学習
活動を手助けする学習ボランティア
は、全国的に広がりを見せている。
　子どもたちへの細やかな指導が可
能になり、精神的にも安定するとい
う利点がある。ボランティアを通じ
て学校との親近感が生まれ、指導法
も身に付くなど、ボランティアにも
良い効果をもたらしている。
　村でも、学習ボランティアの取り
組みが広がり始めている。

六ヶ所村小・中学校課題研修会

先生たちが抱えている、日ごろの指導上の
問題の解決を図るための勉強会。参加者か
らは「保護者との関係の重要性を認識した」
などの感想が聞かれている。

Report! ② 学習ボランティア

年１回開かれる教育懇談会は、保護者や教育
関係者が学区を越えて活発に意見を交わす場

[ 学校・教委の取り組み ]

＊早寝早起き朝ごはん…教育委員会は子どもたちの生活環境の改善を促すため、①早寝早起き朝
ごはん、②読書の推進、③家庭学習時間の確保、④ TV 視聴時間の制限、⑤健康な体づくり―の 5
つの取り組みを『学びを支える 5 つの取り組み』として保護者と子どもに呼びかけている。

子どもたちの実態に応じた、新しい取り組みを展開
　村教育委員会は平成 21 年度から 2 年間にわたり、泊小学校
と泊中学校を学力向上実践モデル校に指定。２校とも、これま
での一般的な手法にとどまらず子どもたちの実態に応じた大胆
な指導方法を展開させている。来年度は他の学校を指定。継続
的に実施していく予定だ。
■泊小学校
　週 4 回授業前に、電子情報ボードを活用したモジュール学
習を実施。個々の科目でも、ボードを積極的に取り入れている。
児童たちもボードを活用することで、授業での発表方法を工夫
したり、インターネットで資料収集をしたりするなど、表現方

＊モジュール学習…10 ～ 15 分を１コマとした短時間の学習のこと。脳の働きの活性化、集中力の向上、基礎的内容の定着などが期待できるといわれている

法や学習の幅も広がっている。
　また、これらの授業成果などを報告会で他校へ公開。情報の
共有を図ることで、村全体での授業力向上を図っている。
■泊中学校
　朝モジュール学習（国・数・英）の実施▽アンケートの活用
や個人面談による学級の人間関係づくり▽生徒会が中心となっ
て生活習慣づくりを意識した「タイム着席運動」―などの取り
組みが進んでいる。教師の授業力向上のため、校内研修や校外
研修も積極的に行っている。今後も個に応じた指導方法の工夫
や、地域・家庭との連携を目指していく。

大型の画面で、ゲーム感覚で
出題される問題を解いてい
く。集中力を高めながら、基
礎的な学習能力をアップさせ
る効果がある。村内小中学校
全校に配置されている

電子情報ボード

Report ①  学
力向上実践モデル校

　　　   泊小学校 6 年　村上 廉くん

情報ボードを使った授業はとても楽しいで
す。100 マス計算、都道府県カルタや歴史
カードなど、クラスメートと対戦して 1 位
や 2 位を競っています。
夢はロボット開発者。算数や理科の得意科目
はもちろん、国語や社会も頑張りたいです。

Voice!
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内
山
　
現
在
の
村
の
学
校
教
育

や
子
ど
も
た
ち
の
よ
う
す
は
ど

う
い
う
状
況
に
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。

木
村　

ま
ず
数
値
的
に
も
学
力

が
上
北
管
内
の
中
位
以
上
に
位

置
す
る
学
校
が
増
え
て
き
て
い

ま
す
。
授
業
改
善
が
進
ん
で
、

学
校
や
職
員
の
意
識
も
変
わ
っ

て
き
た
こ
と
に
よ
る
も
の
だ
と

思
い
ま
す
。
以
前
は
村
の
中
だ

け
で
教
育
を
考
え
が
ち
だ
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
少
し
ず

つ
上
北
管
内
か
ら
県
内
へ
と
い

う
よ
う
に
外
に
も
目
が
向
く
よ

う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

田
中　

学
校
が
良
い
こ
と
ば
か

り
で
は
な
く
困
っ
て
い
る
こ
と

も
公
表
し
て
く
れ
る
と
と
も

に
、
先
生
方
が
そ
の
解
決
に
向

け
て
一
生
懸
命
に
取
り
組
ん
で

く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
に
心
か

ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。
学
校
で

基
礎
基
本
を
し
っ
か
り
教
え
て

も
ら
っ
て
い
る
お
か
げ
で
、
勉

強
に
対
す
る
子
ど
も
の
意
識
が

変
化
し
て
き
て
い
る
よ
う
に
感

じ
ま
す
。
た
と
え
ば
、
脳
の
活

性
化
を
図
る
た
め
の「
モ
ジ
ュ
ー

ル
学
習
」
の
時
間
に
、
教
科
書

以
外
の
教
材
も
含
め
て
緊
張
感

を
も
っ
て
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
勉

強
し
て
い
る
こ
と
が
役
に
立
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。

沼
山　
「
学
び
を
支
え
る
５
つ

の
約
束
」
が
提
唱
さ
れ
、
特
に

に
「
早
寝
・

早
起
き
・
朝

ご
は
ん
」
に

つ
い
て
は
、

親
子
で
意
識
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
の
で
よ
く
守
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。「
モ

ジ
ュ
ー
ル
学
習
」
な
ど
も
、
村

内
小
・
中
全
体
に
普
及
さ
せ
て

ほ
し
い
で
す
ね
。
漢
字
で
も
計

算
で
も
た
く
さ
ん
挑
戦
さ
せ
た

い
と
思
い
ま
す
。
以
前
読
ん
だ

本
に
も
書
い
て
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
う
い
っ
た
取
り
組
み
に

よ
り
子
ど
も
た
ち
の
気
持
ち
も

安
定
し
て
く
る
よ
う
で
す
。

佐
藤　

わ
た
し
が
初
め
て
教
育

委
員
会
に
来
た
頃
と
比
べ
る
と

明
ら
か
に
子
ど
も
た
ち
は
変

わ
っ
て
き
て
い
ま
す
ね
。
特
に

小
学
生
に
そ
れ
を
強
く
感
じ
て

い
ま
す
。
た
だ
村
全
体
と
し
て

ま
だ
県
平
均
に
到
達
し
て
い
な

い
の
で
、
こ
れ
か
ら
が
大
事
な

と
こ
ろ
で
す
ね
。
先
生
方
は
頑

張
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
だ
け
で
は
足
り
な
い
わ
け

で
、
家
庭
の
協
力
が
必
要
不
可

欠
で
す
。
生
活
習
慣
な
ど
保
護

者
が
家
庭
で
行
う
べ
き
こ
と
を

き
ち
ん
と
や
っ
て
、
学
校
と
力

を
合
わ
せ
て
い
く
こ
と
が
大
事

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

保
護
者
の
中
に
は
勉
強
を
す

べ
て
学
校
だ

け
に
任
せ
る

と
い
う
考
え

の
方
が
い
る

よ
う
で
す
が
そ
れ
は
認
識
を
変

え
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
個
々
の
学
校
別
に
見
る
と

個
人
的
に
は
優
秀
な
子
も
た
く

さ
ん
い
ま
す
が
、
村
全
体
と
し

て
は
ま
だ
ま
だ
改
善
が
必
要
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

安
保　

本
校
で
は
文
武
両
面
に

渡
っ
て
活
躍
し
て
い
る
生
徒
が

多
く
見
ら
れ
ま
す
。
進
学
面
で

は
、
今
年
も
既
に
弘
前
大
学
や

青
森
公
立
大
学
な
ど
へ
の
合
格

者
が
出
る
な
ど
、
生
徒
た
ち
の

頑
張
り
が
目
立
っ
て
き
て
い
ま

す
。
ま
た
就
職
面
に
お
い
て
も

本
校
は
高
い
内
定
率
を
維
持
し

て
い
る
方
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
課
題
と
し
て
は
、
基
礎
的

「
学
力
は
な
ぜ
必
要
な
の
？
」

「
親
は
子
ど
も
に
何
を
し
て
あ
げ
ら
れ
る
？
」

学
校
、
教
育
委
員
会
、

保
護
者
の
代
表
が

現
状
や
課
題
を
具
体
的
に
語
り
ま
す
。

な
学
力
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

言
葉
遣
い
や
立
ち
居
振
る
舞
い

な
ど
が
進
学
に
し
て
も
就
職
に

し
て
も
と
て
も
大
事
な
要
素
だ

と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
点
は
、

地
域
に
よ
っ
て
か
な
り
差
が
感

じ
ら
れ
ま
す
。
家
庭
環
境
の
違

い
や
小
・
中
学
校
で
の
教
育
が

大
き
く
関
係
し
て
い
る
と
思
い

ま
す
の
で
留
意
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
ね
。

内
山　

で
は
今
、
子
ど
も
た
ち

は
ど
の
よ
う
な
将
来
の
目
標
を

持
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま

た
は
、
持
つ
べ
き
で
し
ょ
う
か
。

沼
山
　
世
の
中
で
今
何
が
起

こ
っ
て
い
る
の
か
な
ど
外
に
ア

ン
テ
ナ
を
伸
ば
し
て
い
な
け
れ

ば
、「
将
来
の
夢
は
？
」
と
子
ど

も
た
ち
に
聞
い
て
も
答
え
る
こ

と
は
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。
ア

ン
テ
ナ
を
も
っ
と
外
に
出
し
て

視
野
を
広
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て

選
択
肢
が
広
が
り
、
目
標
が
見

え
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
こ
の
ア
ン
テ
ナ
を
外
に

広
げ
て
あ
げ
る
の
は
親
の
役
目
。

新
聞
や
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
な

ど
を
見
て
子
ど
も
と
対
話
す
る

こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

田
中　

わ
た
し
も
全
く
同
感
で

す
。
小
学
生
に
と
っ
て
の
夢
は

今
も
昔
も
そ
ん
な
に
変
わ
ら

ず
、
野
球
選
手
と
か
医
者
だ
と

か
み
ん
な
そ
れ
な
り
に
持
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

そ
の
夢
に
向
か
っ
て
ど
の
よ
う

に
努
力
し
て
い
る
か
と
言
わ
れ

れ
ば
努
力
で
き
て
い
る
と
は
言

え
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
た
だ
必
ず
し

も
将
来
の
夢
と
ま
で
は
い
か
な

く
て
も
少
し
先
の
目
標
に
向
け

て
頑
張
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち

は
た
く
さ
ん

い
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。

な
ぜ
努
力
で

き
て
い
る
か
と
い
う
と
、
親
が

情
報
・
知
識
・
意
欲
を
与
え
て

い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

木
村　

今
お
聞
き
し
た
よ
う
な

家
庭
で
の
取
り
組
み
が
増
え
て

く
れ
た
ら
本
当
に
あ
り
が
た
い

こ
と
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
学
校
教

育
に
お
い
て
は
、
キ
ャ
リ
ア
発
達

を
意
識
し
た
指
導
を
進
め
て
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
小
さ
い
う

ち
か
ら
将
来
へ
の
夢
や
希
望
を

も
た
せ
た
り
、
小
さ
な
目
標
を
も

た
せ
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
努
力
し
た
後
の
達
成

感
や
充
実
感
を
味
わ
わ
せ
て
い

く
こ
と
を
大
事
に
し
て
い
き
た

い
で
す
ね
。
し
か
し
、
目
標
を
立

て
さ
せ
っ
ぱ
な
し
に
な
っ
て
い

る
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
る
の
が
現

状
。
目
標
到
達
に
向
け
た
プ
ロ
セ

ス
を
考
え
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

日
々
努
力
し
て
い
く
べ
き
こ
と

が
分
か
っ
て
く
る
は
ず
で
す
の

で
、
そ
の
こ
と
を
大
事
に
し
た
い

も
の
で
す
ね
。

安
保　

生
徒
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標

を
も
っ
と
高
く
設
定
さ
せ
て
あ

げ
た
い
で
す
ね
。
目
先
の
安
定

に
目
を
奪
わ
れ
過
ぎ
て
視
野
が

狭
く
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
気

に
な
り

ま

す
。

大
学
で

よ
り
高

度
な
知
識
や
技
術
を
身
に
付
け

る
こ
と
の
大
切
さ
が
理
解
さ
れ

て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

す
。
自
分
の
将
来
に
つ
い
て
、

具
体
的
に
も
っ
と
先
の
姿
を
イ

メ
ー
ジ
さ
せ
る
よ
う
な
進
路
指

導
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

佐
藤　

最
近
、「
子
ど
も
た
ち

に
意
欲
が
な
い
」
と
い
う
こ
と

を
よ
く
聞
き
ま
す
が
、
そ
れ
は

具
体
的
な
目
標
が
な
い
か
ら
だ

と
思
い
ま
す
。
漠
然
と
し
た
夢

は
み
ん
な
持
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
を
具
体
的
な
目
標
に
変
え

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
情

報
に
は
子
ど
も
た
ち
に
自
然
に

入
っ
て
く
る
も
の
も
あ
れ
ば
、

親
が
与
え
て
あ
げ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
最

終
的
に
自
分
が
掲
げ
た
目
標
が

達
成
さ
れ
な
く
て
も
よ
い
と
も

思
っ
て
い
ま
す
。
結
果
的
に
全

員
が
同
じ
よ
う
に
目
標
を
達
成

で
き
る
と
い
う
こ
と
な
ど
無
理
。

で
も
、
そ
の
過
程
で
努
力
し
た

と
い
う
経
験
が
ま
た
別
の
方
向

で
生
き
て
く
る
の
で
な
い
で

し
ょ
う
か
。
た
と
え
ば
受
験
勉

強
は
苦
し
い
体
験
だ
と
思
い
ま

す
が
、
そ
の
ハ
ー
ド
ル
を
乗
り

越
え
た
経
験
を
も
つ
人
材
を
多

く
の
企
業
は
求
め
て
い
る
よ
う

で
す
。
勉
強
や
ス
ポ
ー
ツ
で
頑

張
っ
た
と
い
う
実
績
が
入
社
し

て
か
ら
も
高
い
実
績
を
あ
げ
る

可
能
性
に
つ
な
が
っ
て
く
る
と

考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

内
山　

最
後
に
村
の
教
育
発
展

に
向
け
て
一
言
ず
つ
お
願
い
し

ま
す
。

沼
山
　
子
ど
も
の
可
能
性
を
親

が
ふ
さ
い
で
し
ま
っ
て
い
な
い

か
反
省
し
て
み
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
家
庭
的
に
進
学
は
無
理

だ
と
い
う
声
を
聞
い
た
り
し
ま

す
が
、
現
在
は
子
ど
も
た
ち
の

大
学
進
学

に
向
け
た

経
済
的
な

支
援
策
が

多
様
に
と
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

本
人
が
望
む
な
ら
ば
挑
戦
さ
せ

て
あ
げ
た
い
で
す
ね
。

佐
藤　

親
も
学
校
も
子
ど
も
た

ち
の
現
状
だ
け
で
あ
き
ら
め
た

り
せ
ず
、
未
来
に
向
け
て
彼
ら

の
可
能
性
を
信
じ
た
教
育
に
努

め
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

安
保　

六
ヶ
所
高
校
は
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
皆
さ
ん
の
協
力
が
甚
大
で
、
大

変
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
支
援
に
応
え
る
た
め
に
も
、

学
校
か
ら
地
域
へ
足
を
運
び
対

話
・
懇
親
を
深
め
な
が
ら
生
徒
た

ち
の
教
育
を
考
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
学
力
向
上

に
は
健
康
な
心
身
が
土
台
と
な

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
部
活
動
や

行
事
に
真
剣
に
取
り
組
ま
せ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

木
村　

幼
児
か
ら
の
教
育
の
重

要
性
を
非
常
に
感
じ
て
い
ま

す
。
小
学
校
に
入
学
さ
せ
る
前

の
親
と
幼
児
の
教
育
が
重
要
で

す
。
さ
ら
に
は
、
郷
土
愛
を
育

て
る
教
育
も
必
要
。
地
域
に
あ

る
素
材
を
生
か
す
教
育
を
進
め

た
い
と
思
い
ま
す
。

田
中　

子
ど
も
た
ち
が
本
来

持
っ
て
い
る
好
奇
心
を
育
て
て

あ
げ
な
が

ら
、
精
神

的
に
も
支

え
て
あ
げ

る
こ
と
が
と
て
も
大
事
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
ス
ポ
ー
ツ
も

勉
強
も
同
じ
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。

Round-Table talking about what we sould do to Children. 

村教育委員会
教育政策室長
内山幸治

村校長会会長
倉内小学校長
木村文則

保護者
代表

田中律子

保護者
代表

沼山紀子

青森県立
六ヶ所高校長
安保敏彦

村教育委員会
教育次長
佐藤 健

K
o

ji U
c

h
iya

m
a

F
u

m
in

o
r

i K
im

u
r

a

R
its

u
k

o
 T

a
n

a
k

a
K

e
n

 S
a

to

To
s

h
ih

ik
o

 A
b

o

N
o

r
ik

o
  N

u
m

aya
m

a

「
伸
び
て
い
る
学
力
。

一
方
で
課
題
も
…
」

「
目
標
も
た
せ
る
た
め

も
っ
と
情
報
提
供
を
」

「
子
ど
も
た
ち
の
可
能

性
を
信
じ
た
教
育
を
」

特  集
Feature

学力は、未来へのチカラ。
"Academic Ability" paves the way for the future.

Chapter

支える・育
はぐく

む。
わたしたちが

発揮すべき

大人力
[ 座談会 ]
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わ
た
し
の
小
さ
い
こ
ろ
の

夢
は
『
六
ヶ
所
村
の
医
者
に

な
る
こ
と
』。
小
学
校
６
年
の

と
き
に
、
祖
母
に
将
来
の
夢

を
聞
か
れ
「
医
者
に
な
り
た

い
」
と
答
え
ま
し
た
。
家
族

は
わ
た
し
を
仙
台
の
親
類
の

家
へ
下
宿
さ
せ
、
仙
台
市
の

中
学
校
と
高
校
に
通
わ
せ
て

く
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
頃
に
親
元
を
離
れ

た
の
で
い
つ
も
ホ
ー
ム
シ
ッ

ク
。
仙
台
行
き
の
電
車
に
乗
る

と
き
は
、
い
つ
も
電
車
が
止
ま

ら
な
い
か
な
と
願
っ
た
も

の
で
す
。

　

高
校
卒
業
後
、
３
年
の
浪
人

生
活
で
猛
勉
強
し
、
大
学
医
学

部
に
入
学
。
県
病
で
心
臓
血
管

外
科
医
と
し
て
数
々
の
手
術
を

こ
な
し
て
き
ま
し
た
。

　

医
者
と
し
て
患
者
さ
ん
を

助
け
ら
れ
た
と
き
の
う
れ
し
さ

は
言
葉
で
は
い
い
あ
ら
わ
せ
ま

せ
ん
。
そ
れ
は
医
師
の
資
格
が

な
け
れ
ば
で
き
な
い
こ
と
。
夢

だ
っ
た
村
の
医
者
と
し
て
戻
っ

て
く
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　

教
育
と
患
者
の
治
療
は
、

同
じ
よ
う
に
連
携
プ
レ
ー
が

大
切
で
す
。

　

医
者
は
命
を
助
け

る
こ
と
だ
け
が
仕
事

で
は
な
く
、
患
者

　

両
親
は
商
売

を
し
て
い
ま
し
た
の

で
、
子
ど
も
に
勉
強
を
し
な

さ
い
と
い
う
時
間
も
な
い
ほ

ど
忙
し
く
、
自
分
の
こ
と
は

自
分
で
や
り
な
さ
い
と
い
う

感
じ
で
し
た
。

　

中
学
を
卒
業
し
て
十
和
田

市
の
高
校
に
進
学
。
高
校
で

は
、
小
・
中
学
校
の
よ
う
に

の
ん
び
り
勉
強
し
て
い
て
は

つ
い
て
い
け
な
い
と
い
う
こ

と
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

わ
た
し
が
具
体
的
に
将
来

の
夢
を
も
っ
た
の
は
、
中
学

校
３
年
の
と
き
。
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
で
入
賞
し
テ
レ
ビ
出

演
し
た
と
き
に
、

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
い

う
仕
事
を
知
り
ま
し

た
。

　

そ
れ
か
ら
は
ア
ナ
ウ
ン
サ

ー
を
目
指
し
、
高
校
や
大
学
で

は
放
送
部
に
入
る
な
ど
、
自
分

な
り
に
で
き
る
こ
と
に
挑
戦
し

ま
し
た
。
就
職
活
動
で
は
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
試
験
以
外
は
一
切
受

験
せ
ず
、
内
定
が
出
る
ま
で
時

間
が
か
か
り
ま
し
た
。
両
親
は

さ
ぞ
か
し
心
配
し
た
と
思
い
ま

す
。
で
も
、
最
後
ま
で
黙
っ
て

見
守
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の

こ
と
に
は
、
今
で
も
本
当
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。

　

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
仕
事
は

体
力
勝
負
。
で
も
、
な
り
た

フリーアナウンサー

遠田恵子さん

㈱ 青 森 テ レ ビ ア ナ ウ ン
サー、テネシー・ブラン
トカウンティ日本語補習
授業校教師、ロサンゼル
ス・ラジオパシフィック
ジャパンアナウンサーを
経て、フリーに。1997 年
から「NHK ラジオあさい
ちばん」キャスター。桜
美林大学・フェリス女学
院 大 学 講 師（ 非 常 勤 ）。
2003 年度日本女性放送者
懇談会会長。六ヶ所村泊
出身、東京都在住

子
ど
も
た
ち
は
ま
ず
夢
を
も
っ
て
。
道
は
自
分
で
拓
く
も
の

千歳平診療所

米田喜與志所長

青森県立中央病院心臓血

管外科勤務を経て 1999 年

村に戻る。現在、六ヶ所

村産業医・千歳平診療所

長・村健康づくり対策室

長。

六ヶ所村尾駮出身、千歳

平在住

治
療
も
教
育
も
連
携
が
必
要
。
親
は
も
っ
と
視
野
を
広
げ
て

特  集
Feature

学力は、未来へのチカラ。
"Academic Ability" paves the way for the future.

学
力
が
培
う
「
人
間
力
」

　

子
ど
も
た
ち
は
一
人
一
人
が

多
様
な
可
能
性
を
秘
め
た
原
石
。

大
き
さ
、
形
、
色
…
一
つ
と
し

て
同
じ
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

も
ち
ろ
ん
、
価
値
観
や
幸
せ

の
感
じ
方
も
そ
れ
ぞ
れ
。
い
い
大

学
に
入
っ
て
一
流
企
業
に
就
職

す
る
こ
と
ば
か
り
が
す
べ
て
の

子
ど
も
の
目
標
で
も
な
く
、
学
力

向
上
の
目
的
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

子
ど
も
た
ち
が
自
分
ら
し
く

幸
せ
に
、
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の

光
で
輝
く
た
め
に
学
力
は
必
要
。

学
力
を
含
む
人
間
力
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
人
生
の
選
択
の
過
程
で

重
要
な
要
素
と
な
り
ま
す
。

　
『
力
』
に
は
▽
何
か
を
し
よ
う

と
し
た
と
き
に
役
に
立
つ
も
の

▽
支
え
・
よ
り
ど
こ
ろ
▽
そ
の
も

の
に
本
来
備
わ
っ
て
い
て
発
揮

さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
働

き
―
な
ど
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。

　

力
は
、
何
か
を
成
し
遂
げ
る

と
き
に
必
要
不
可
欠
な
も
の
。

「
学
力
」
も
同
様
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
厳
し
い
時
代
を

生
き
抜
く
た
め
に
は
、
学
力
の

ほ
か
に
、
学
力
を
得
る
た
め
に

培
っ
た
「
頑
張
る
力
」
が
何
よ

り
も
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。

そ
し
て
頑
張
る
力
は
や
が
て
、

「
自
分
自
身
で
生
き
抜
く
力
」、

「
夢
や
目
標
へ
の
道
を
切
り
開

く
力
」
＝
人
間
力
と
な
り
子
ど

も
た
ち
を
支
え
て
い
く
は
ず
で

す
。

　
「
勉
強
が
わ
か
ら
な
い
か
ら
、

自
分
は
子
ど
も
に
何
も
し
て
や

れ
な
い
」、「
子
ど
も
の
た
め
に

何
を
す
れ
ば
い
い
の
か
わ
か
ら

な
い
」
…
。
こ
の
よ
う
な
漠
然

と
し
た
思
い
を
も
ち
子
ど
も
と

接
し
て
い
る
親
は
少
な
く
な
い

で
し
ょ
う
。

　

そ
の
思
い
を
行
動
に
変
え
、

子
ど
も
に
も
っ
と
関
心
を
も
ち

向
き
合
っ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　
「
こ
の
子
の
得
意
科
目
は
何

だ
ろ
う
」、「
今
、
何
に
関
心
が

あ
る
の
だ
ろ
う
」
…
。

　

何
か
興
味
を
も
っ
て
い
る
こ

と
が
あ
っ
た
ら
、
関
連
す
る
も

の
を
も
っ
と
与
え
て
あ
げ
る
。

　

何
か
に
一
生
懸
命
に
取
り
組

ん
で
い
る
な
ら
、
そ
の
環
境
を

整
え
て
あ
げ
る
。

　

ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
、

子
ど
も
に
と
っ
て
は
大
き
な
刺

激
で
す
。

　

子
ど
も
の
可
能
性
と
い
う
小

さ
な
光
を
見
出
し
、
輝
か
せ
る
。

そ
の
大
き
な
力
は「
親
力
」で
す
。

【
特
集 

学
力
は
未
来
へ
の
チ
カ

ラ
。
終
わ
り
】

E
d

ito
r

's
 N

o
t
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　　医師として、アナウンサーとして活躍する六ヶ所　　　　　　　　　　　出身の 2 人が、子ども、そして親へ送るメッセージ。 

Chapte r

共に育
はぐく

ん でほしい
子ども たちの

生き る力

く
て
な
っ
た
仕
事
な
の
で
、
ハ

ー
ド
な
仕
事
も
全
く
苦
に
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

現
在
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
の

仕
事
の
ほ
か
に
大
学
で
講
師
を

し
て
い
ま
す
。
学
生
に
は
い
つ
も

「
ま
ず
は
夢
を
も
ち
、
道
は
自
分

で
拓
い
て
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　

自
分
の
進
路
は
、
誰
か
が
何

か
お
膳
立
て
を
し
て
く
れ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
夢
を
も

ち
、
夢
を
叶
え
る
た
め
に
何
が

で
き
る
か
を
そ
の
都
度
自
分
で

考
え
る
。
自
分
で
や
っ
た
こ
と

は
失
敗
し
て
も
納
得
で
き
る

し
、
じ
ゃ
あ
次
は
ど
う
し
よ
う

と
考
え
る
力
が
つ
き
ま
す
。

　

い
ろ
ん
な
人
と
の
出
会
い
に

よ
っ
て
、
わ
た
し
の
道
は
拓
か

れ
て
き
ま
し
た
。

　

地
元
・
六
ケ
所
村
の
人
は
も

ち
ろ
ん
、
高
校
や
大
学
で
出
会

っ
た
仲
間
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と

し
て
取
材
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
の
人
…
。
現
在
研
究
し
て
い

る
老
年
学
も
、
ラ
ジ
オ
の
ゲ
ス

ト
の
方
か
ら
教
え
て
い
た
だ
き

興
味
を
も
っ
た
も
の
で
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
出
会
い
が
刺
激

と
な
っ
て
今
が
あ
り
ま
す
。

　

わ
た
し
は
40
歳
を
過
ぎ
て
か

ら
大
学
院
に
進
み
ま
し
た
。
夢

を
も
つ
の
も
、
何
か
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
の
も
遅
す
ぎ
る
と
い

う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど

も
た
ち
も
、
た
く
さ
ん
の
人
と

出
会
っ
て
、
チ
ャ
ン
ス
を
広
げ

て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

を
社
会
復
帰
で
き
る
よ
う
な
状

態
に
し
、
家
に
帰
す
こ
と
が
最

終
的
な
目
標
。
そ
れ
は
た
だ
手

術
を
す
れ
ば
い
い
と
い
う
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
集
中
治
療

室
で
看
護
師
が
術
後
の
ケ
ア
を

し
、
一
般
病
棟
に
移
し
て
か
ら

は
社
会
復
帰
に
向
け
て
専
門
の

医
師
が
フ
ォ
ロ
ー
す
る
。
全
て

の
レ
ベ
ル
を
高
く
保
ち
、
み
ん

な
が
ベ
ス
ト
を
尽
く
さ
な
け
れ

ば
患
者
を
助
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
関
し

て
も
、
教
育
委
員
会
、
学
校
、
家

庭
、
全
て
が
レ
ベ
ル
の
底
上
げ
を

し
な
い
と
無
意
味
。
学
校
や
教
育

委
員
会
は
学
力
を
つ
け
て
あ
げ

る
こ
と
は
で
き
て
も
、
子
ど
も
た

ち
の
細
か
い
フ
ォ
ロ
ー
ま
で
は

で
き
ま
せ
ん
。
ど
ち
ら
も
治
療
で

い
う
な
ら
ば
、″
命
を
助
け
る″
だ

け
。
子
ど
も
が
社
会
へ
出
る
た
め

の
総
合
的
な
ケ
ア
は
家
庭
で
し

か
で
き
ま
せ
ん
。

　

学
校
は
確
か
に
子
ど
も
を
育

て
、
学
力
を
つ
け
さ
せ
る
場
で

す
。
し
か
し
最
終
的
に
は
家
庭

が
、
子
ど
も
の
目
指
す
方
向
性

を
見
つ
け
て
や
っ
て
、
近
づ
け

さ
せ
て
あ
げ
る
べ
き
で
す
。

　

親
が
井
の
中
の
蛙
で
は
い
け

ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち
が
夢
を

見
つ
け
た
と
き
に
、
夢
を
叶
え

て
あ
げ
ら
れ
る
良
き
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
と
な
れ
る
よ
う
、
視
野

を
広
げ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

放送に臨む遠田さん。憧
れだったアナウンサーと
して活躍中だ

[ インタビュー ]

患者を診察する米田所長。
村民が健康で元気に暮らせる
ようにと、日々奮闘中。
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六ヶ所トピックス

″冬″テーマに、多彩な演奏
KISAC ウィンターコンサート

　京都インターナショナルスクール青森キャンパス（KISAC）
の生徒たちによる『ウィンターコンサート』が 12 月 15 日、
国際教育研修センターで開かれました。
　コンサートのテーマは ”It's a Musical World"（音楽を通じて世界
は一つになれる）。『オーシャンゼリゼ』など世界で愛されている
曲やクリスマスにちなんだ曲の合奏や歌のほか、生徒たちが創造
した文明物語やショートコントなども披露されました。コンサー
トの最後は『サマーホリデイ』を替え歌にした『ウィンターホリ
デイ』を観客と共に歌いました。生徒たちに音楽を指導している
ホワイト宏子先生は「音楽の授業や１カ月前からの練習の成果。
来場した方から日本の学習発表会とは違うセンスのコンサートで
いいね、など感想をいただいた」と笑顔で話していました。

村の社会体育発展に尽力
簗田成義さんに 30 年勤続の感謝状

　六ヶ所村体育指導委員会委員長の簗田成義さんが 11 月 25
日、岐阜市で開かれた第 51 回全国体育指導委員研究協議会で、
30 年勤続体育指導委員として感謝状を受けました。
　簗田さんは長年、体育指導員として村のスポーツ振興発展の
ために尽力。その功績に対し感謝状が授与されました。
　また、現在は県体育指導員協議会副会長や上十三地区体育指
導員連絡協議会の会長も兼ねており、村内を含め上十三地区、
県内のスポーツ行事の運営や指導に力を注いでいます。
　簗田さんは「今まで良き先輩や仲間に支えられて続けてこら
れました。これからも村の社会体育の発展のために、微力なが
ら活動していきたい」と話していました。

年代幅広くスポーツ楽しむ
ひばりさわやかスポーツクラブ設立

　『ひばりさわやかスポーツクラブ』（能登一之会長、会員 53 人）
の設立総会が 12 月 14 日、中央公民館で開かれました。
　能登会長は総会で、同クラブの設立経緯を説明したほか、「子
どもたちや地域住民にスポーツ本来の心地よさや楽しさなどを
体験してもらうことを目的に今後も運営していきたい」とあい
さつしました。
　尾駮スポーツ少年団を母体とする同クラブは、総合型地域ス
ポーツクラブへの移行を目標に平成 20 年 4 月に発足。各種ス
ポーツ教室や交流事業などの運営を続け、22 年 4 月に村第 1 号
の総合型地域スポーツクラブとして設立されました。総合型―
は▽種目▽世代や年齢▽技術レベル―の 3 つの多様性をもち子
どもから大人までさまざまなスポーツを楽しめるのが特徴です。

12 チームが得点競い合う
シャフルボード大会で交流深める

　第 17 回六ヶ所村シャフルボード大会が 1 月 12 日、大石総
合体育館で開かれ、村内の老人クラブ会員など 60 人が競技を
通して交流を深めました。
　細長いコート上で、ディスク（円盤）をダイヤグラムと呼ば
れる得点盤上に到達させ得点を競うシャフルボード。競技形態
がカーリングに似ており冬季の室内スポーツとして人気があり
ます。大会では 12 チームの代表が 5 人一組となって得点を競い
合っていました。室ノ久保チーム監督の沼尾與三郎さんは「シャ
フルボード大会は、高齢者の冬季の体力増進とコミュニケーショ
ンにもなっていいですね」と笑顔を見せていました。〈結果は次
のとおり〉優勝　尾駮老人クラブ（橋本兼次郎監督）▽２位　
平沼同（葛西満監督）▽３位　室ノ久保同（沼尾與太郎監督）

400 人の村民が親睦深める
新年を語るつどい開かれる

　平成 23 年新年を語るつどいが 1 月 7 日、文化交流プラザ「ス
ワニー」で開かれ、村内企業関係者など約 400 人が親睦を深
めました。
　表彰式では、地方自治の振興発展や交通安全推進に貢献した 3
人と、学術文化の振興発展や村民の福祉向上に寄与した 3 人・1
団体に対し、古川健治村長から表彰状が授与されました。
　表彰式の後は、タレントの島田洋七さんが「笑顔でいきんしゃ
い！」と題し講演。本にもなった『がばいばあちゃん』の思い出
話などで、会場を沸かせていました。〈表彰者は次のとおり：順不同、
敬称略〉●功労表彰　前六ヶ所村収入役　種市秋光▽六ヶ所村交
通指導隊員　舘花晴彦▽同　葛西徹也●善行表彰　秋戸元太郎▽
髙田直治▽小林昭男▽㈱永木精機（永木孝幸代表取締役社長）

Rokkasho Topics

7 団体が伝統の芸を熱演
新春恒例の民俗芸能発表会開かれる

　第 28 回六ヶ所村民俗芸能発表会が 1 月 8 日、泊地区ふれあ
いセンターで開かれ、地域住民など約 150 人が迫力の演舞を
観賞しました。
　新春恒例の同発表会には、村内の 6 団体が出演。権現舞や
神楽舞など、各地区に継承される伝統の舞を熱演しました。ま
た、今年も横浜町の南部手踊り保存会が特別出演。南部あいや
節など 3 曲を披露し、発表会に華を添えました。
　民俗芸能の保存・伝承に大きな期待がかかる子供神楽も、今
年は、泊・平沼・倉内から 3 団体が出演。舞のほかに笛、太鼓、
手平鉦の拍子も披露し、会場から大きな拍手がおくられていま
した。

『がばいばあちゃん』の話で会場を沸かせた島田洋七さん

下舞を披露した平沼子供神楽会

ダイヤグラムめがけて、ディスクをシュートする選手

簗田成義さん

あいさつを述べる能登会長

アメリカの曲「Little Brown Jug」を演奏する子どもたち
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六 ヶ 所 人 の ス タ イ ル 通 信

　六ヶ所村教育委員会は、村内に住所を有する人
の子で、経済的な理由により高等学校または大学
などに就学が困難な人に対して奨学資金を貸与し
ています。

1申請資格
○平成 23 年 4 月から高等学校および大学などへ
進学する人
○ 23 年 4 月現在、在学中の人

2対象学校　学校教育法に規定する高等学校およ
び大学など

［対象にならない学校例］
・防衛大学校、海上保安大学など、文部科学省以
外の省庁所管の学校
・放送大学、通信教育学部など主に自宅で学習す
る学校
・自治医科大学など学費が免除される学校
・病院が経営する看護師養成学校、自動車学校、
職業訓練校など
＊学校教育法に規定する学校以外は対象になりませ
ん。事前に確認の上問い合わせてください。

3貸与額
○高等学校　　　　　月額    15,000 円（定額）
○高等学校（5 年制専攻科）  
　　　　　　　　　　月額　50,000 円以内
○四年制大学　　　　月額　70,000 円以内
○大学院　　　　　　月額 100,000 円以内
○短期大学　　　　　月額　50,000 円以内
○高等専門学校　　　月額　50,000 円以内
○専門学校　　　　　月額　30,000 円以内
○入学一時金　　　　　　 300,000 円以内

（新入学時だけ。高等学校・大学院は含まない）

4貸与期間　高等学校および大学などにおける正
規の就学期間

5受付期間　2 月 1 日火～ 3 月 25 日金【必着】
＊期間以降の申請は受け付けていませんので注意
してください。

6申請方法
　保護者ではなく貸与を受ける本人が、下記①～
⑦の書類を持参の上、学務課へ申請してください。

（申請者が未成年の場合は保護者が同伴してくだ
さい）
①奨学資金貸与申請書、家庭状況書、振込依頼
書（教育委員会学務課のほか、泊・平沼両支所
にも備え付け。村ホームページ〈http://www.
rokkasho.jp/〉からダウンロード可能）
② 22 年の所得が分かる書類（源泉徴収票・確定
申告の写しなど、世帯の中で収入のある人全員分
と連帯保証人分）
③健康診断書（中学、高校の健康診断書でも代用可）
④合格通知書もしくは在学証明書（原本）
⑤申請者の戸籍全部事項証明書もしくは戸籍謄本

（原本）
⑥成績証明書（原本）
⑦振込を希望する通帳のコピー

7貸与の決定　貸与の決定は 23 年 4 月中旬開催
予定の教育委員会にて決定
＊奨学資金の貸与は、教育委員会で申請者を審査
し決定します。申請すれば必ず貸与されるわけで
はありませんのでご了承ください。

8その他　詳細については下記担当者に問い合わ
せてください。

問教育委員会学務課　駒形
☎ 0175（72）2111（内線 255）

子どもたちの輝く未来のために
六ヶ所村奨学資金貸与制度をご活用ください

　

乳
牛
の
飼
養
頭
数
３
０
０
頭
以

上
。
大
森
さ
ん
は
、
県
内
で
も
最
大

規
模
を
誇
る
酪
農
家
だ
。

　
「
誰
か
が
道
を
拓
か
な
い
と
次
が

続
か
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
道
の
り
は

厳
し
か
っ
た
け
ど
、
先
に
進
ん
で
い

く
の
が
わ
れ
わ
れ
開
拓
者
。
酪
農
家

の
仲
間
に
助
け
ら
れ
て
今
が
あ
る
」。

　

パ
イ
オ
ニ
ア
精
神
を
絵
に
描
い
た

よ
う
な
力
強
さ
。
大
森
さ
ん
の
言
葉

が
ダ
イ
レ
ク
ト
に
伝
わ
っ
て
く
る
。

　

大
森
さ
ん
は
開
拓
二
世
。
大
森
さ

ん
の
父
親
は
昭
和
31
年
の
国
営
パ
イ

元
気
な
六
ヶ
所
の
酪
農
を
、
村
内
外
へ
発
信
し
た
い

大森敏雄さ
ん

●おおもり・としお
六 ヶ 所 村 倉 内 字
芋ヶ崎（六原）在住。
酪農家。有限会社
大森カウステーショ
ン代表取締役。青
森 県 農 業 経 営 士。
六ヶ所村農業委員。
ゆうき青森農業協
同組合理事

ロ
ッ
ト
事
業
で
倉
内
地
区
か
ら
現
在

の
六
原
地
区
に
入
植
し
た
。

　
「
当
時
は
水
道
も
な
く
電
気
も
な
い

ラ
ン
プ
生
活
。
父
親
は
乳
牛
５
頭
で

酪
農
を
始
め
た
。
す
で
に
酪
農
が
盛

ん
だ
っ
た
庄
内
地
区
を
ラ
イ
バ
ル
と

し
て
、
追
い
つ
け
追
い
越
せ
と
い
う

気
持
ち
で
父
親
と
共
に
頑
張
っ
た
ん

だ
」
と
当
時
を
な
つ
か
し
む
。

　

当
時
酪
農
の
先
進
地
と
い
わ
れ
る

北
海
道
や
県
内
で
盛
ん
だ
っ
た
下
北

な
ど
に
足
を
運
び
技
術
を
教
わ
っ
た
。

　
「
と
に
か
く
い
ろ
ん
な
こ
と
を
見
て

聞
い
て
歩
い
た
。
だ
か
ら
、
今
の
人

た
ち
に
は
講
習
会
と
か
が
あ
っ
た
ら

寝
て
て
も
い
い
か
ら
行
け
と
言
っ
て

る
。
右
か
ら
左
に
抜
け
る
と
し
て
も

何
か
残
る
し
、
一
緒
に
行
く
人
か
ら

も
何
か
し
ら
ヒ
ン
ト
に
な
る
こ
と
が

聞
け
る
か
も
し
れ
な
い
、
っ
て
ね
」。

　

現
在
、
３
０
０
頭
の
管
理
は
大
森

さ
ん
を
含
む
４
人
の
従
業
員
が
行
っ

て
い
る
。
作
業
の
合
理
化
を
図
る
た

め
、
昨
年
４
月
に
自
動
的
に
搾
乳
し
成

分
分
析
を
行
う
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
と
牛

の
排
せ
つ
物
を
回
収
し
分
別
す
る
フ

リ
ー
ス
ト
ー
ル
を
導
入
し
た
。
前
者
は

厳
し
い
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
た
安
全
な

牛
乳
の
出
荷
に
、
後
者
は
た
い
肥
と
し

て*

吹
越
台
地
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
へ
出

荷
さ
れ
て
い
る
。

　

た
い
肥
を
牛
の
粗
飼
料
で
あ
る
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
の
肥
料
と
し
て
使
用
す

る
循
環
型
農
業
の
取
り
組
み
は
安
全

安
心
な
食
の
提
供
へ
つ
な
が
る
と
し

て
、
全
国
的
に
導
入
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。

　
「
今
は
牛
乳
の
安
全
安
心
を
語
る

だ
け
で
な
く
、
安
全
安
心
な
牛
乳
を

責
任
を
も
っ
て
消
費
者
に
届
け
る
時

代
。よ
り
厳
し
い
目
で
チ
ェ
ッ
ク
し
、

自
信
を
も
っ
て
出
荷
し
な
け
れ
ば
」。

　

現
在
の
村
の
酪
農
家
の
数
は
約
60
軒
。

ピ
ー
ク
時
の
４
分
の
１
ほ
ど
に
な
っ
た
。

　
「
六
ヶ
所
は
原
子
力
産
業
だ
け
で

な
く
酪
農
も
ま
だ
ま
だ
頑
張
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
を
発
信
し
て
い
き
た

い
。
そ
れ
に
は
実
績
が
な
い
と
説
得

力
が
な
い
。
い
ろ
ん
な
補
助
金
を
使

う
に
し
て
も
次
世
代
の
酪
農
を
活
性

化
さ
せ
る
生
き
た
お
金
の
使
い
方
を

し
な
い
と
。
仲
間
同
士
足
を
引
っ
張

ら
ず
に
手
を
引
っ
張
り
合
っ
て
ね
」。

　

元
気
な
声
が
牛
舎
に
響
い
た
。

PROFILE

道を拓き、次世代へつなぎたい―
村の酪農の活性化を願い、挑戦を続けるパイオニア

決められた時間に、乳牛
のエサを寄せる ” エサ寄せ
機 ” も、作業の合理化を図
るため導入されたロボット
の一つだ

＊吹越台地 TMR（総合混合飼料）センター…農事組合法人吹越台地飼料生産組合が運営する施設。牛のたい肥を使って生産された粗飼料のト
ウモロコシに食品残さなどを混ぜて家畜飼料をつくり、酪農家へ提供。酪農経営の合理化と低コスト化が図られる。一方で地域内での循環型農
業も実現することで安全安心な農産物の生産につながる。家畜排せつ物が有効利用され、環境にもやさしい取り組みとして注目を集めている。
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口臭で悩んでいませんか？
自分で気付きにくい、口臭の原因とは…!?

　

口
臭
や
体
臭
を
本
人
が
客

観
的
に
評
価
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
人
の
臭
覚
は
順

応
し
や
す
く
、
同
じ
匂
い
に

は
す
ぐ
に
慣
れ
て
感
じ
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

家
族
は
と
も
か
く
、
友
人

で
も
よ
ほ
ど
親
し
く
な
け
れ

ば
他
人
の
口
臭
を
指
摘
し
て

は
く
れ
な
い
で
し
ょ
う
。
そ

れ
だ
け
に
、
周
り
の
人
が
迷

惑
し
て
い
た
り
、
本
人
が
自

分
の
息
が
匂
う
の
で
は
な
い

か
と
悩
ん
だ
り
、
口
臭
に
ま

つ
わ
る
悲
劇
が
生
じ
ま
す
。

　

酒
、
タ
バ
コ
、
に
ん
に
く

を
食
べ
た
後
の
匂
い
の
よ
う

に
、
原
因
が
は
っ
き
り
わ
か

っ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は

あ
ま
り
問
題
に
は
し
ま
せ

ん
。
口
臭
を
主
訴
と
し
て
歯

科
を
受
診
す
る
患
者
さ
ん
に

つ
い
て
調
べ
る
と
、
80
％
以

上
の
人
は
そ
の
原
因
が
口
腔

内
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
口

以
外
の
疾
患
か
ら
も
口
臭
が

出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
な
か
に
は
客
観
的
に

口
臭
が
認
め
ら
れ
な
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
本
人
だ
け
が

口
臭
を
感
じ
る
と
い
う
特
殊

な
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
患
者
さ
ん
は
、
対

人
関
係
が
う
ま
く
い
か
な
い

の
は
自
分
の
口
臭
が
原
因
で

は
な
い
か
と
悩
ん
だ
り
、
恐

れ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

口
臭
と
最
も
関
係
の
深
い

も
の
は
舌
で
す
。
東
洋
医
学

で
は
、
舌
は
、
そ
の
人
の
健

康
状
態
を
教
え
て
く
れ
る
シ

グ
ナ
ル
を
出
す
役
割
を
し
て

い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

鏡
で

自
分
の

舌
を
見

て
み
て

く
だ
さ

い
。

健

康
な
状

態
で
あ
れ
ば
、
き
れ
い
な
ピ

ン
ク
色
を
し
て
い
ま
す
。
口

臭
の
あ
る
人
は
コ
ケ
状
の
不

純
物
が
付
い
て
い
る
の
で
舌

が
白
く
な
っ
て
い
ま
す
。

■
口
臭
の
原
因

　

口
臭
の
原
因
と
な
る
物
質

は
数
多
く
わ
か
っ
て
い
ま
す

が
、メ
チ
ル
メ
ル
カ
プ
タ
ン
、

硫
化
水
素
、
ジ
メ
チ
ル
サ
ル

フ
ァ
イ
ド
の
３
種
の
硫
黄
化

合
物
が
最
大
の
も
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
硫
黄
化
合
物
は
、

口
腔
内
の
種
々
の
細
菌
の
代

謝
産
物
と
し
て
口
腔
内
に
存

在
し
ま
す
。
こ
の
細
菌
は
、

ほ
と
ん
ど
が
嫌け

ん

き気
性
菌
（
酸

素
の
存
在
で
は
増
殖
し
に
く

い
性
質
）
と
通
性
嫌
気
性
菌

（
酸
素
が
あ
っ
て
も
な
く
て

も
増
殖
で
き
る
性
質
）
で
す

か
ら
、
む
し
歯
の
穴
の
中
や

歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
、
厚
い
舌ぜ

っ
た
い苔

の
中
に
潜
ん
で
い
ま
す
。

　

口
臭

は
、
原

因
か
ら

３
つ
に

分
け
ら

れ
ま
す
。

朝
起
き

た
時
感
じ
る
生
理
的
口
臭
、

ニ
ン
ニ
ク
、
ニ
ラ
、
カ
レ
ー
、

コ
ー
ヒ
ー
な
ど
、
に
お
い
の

強
い
も
の
を
食
べ
た
時
に
発

生
す
る
食
べ
物
に
よ
る
口

臭
、
疾
患
が
原
因
で
発
生
す

る
病
的
口
臭
の
３
つ
で
す
。

　

食
べ
物
に
よ
る
口
臭
は
自

分
で
も
気
づ
き
や
す
い
も
の

で
す
が
、
生
理
的
口
臭
や
病

的
口
臭
は
、
本
人
自
身
気
づ

き
に
く
い
の
が
特
徴
で
す
。

　

チ
ェ
ッ
ク
方
法
と
し
て
は

専
用
の
測
定
機
器
を
使
う
こ

と
が
信
頼
性
の
高
い
結
果
を

出
せ
ま
す
が
、
ビ
ニ
ー
ル
袋

に
呼
気
を
た
め
て
、
自
分
で

呼
気
を
嗅
い
で
み
て
、
硫
黄

の
に
お
い
や
生
ご
み
の
よ
う

な
臭
い
が
す
る
か
チ
ェ
ッ
ク

し
て
み
る
と
い
い
で
し
ょ
う
。

自
分
で
は
気
づ
き
に
く
い
病

的
口
臭
の
原
因
に
は
、
次
の

よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

①
加
齢
や
薬
物
の
副
作
用
に

よ
る
口
腔
乾
燥
症

　

唾
液
の
量
が
減
少
す
る
と

自
浄
作
用
が
低
下
し
、
細
菌

が
増
殖
す
る
た
め
、
細
菌
が

出
す
分
泌
物
の
臭
い
が
原
因

と
な
り
ま
す
。

②
糖
尿
病

　

ケ
ト
ン
体
が
呼
気
中
に

排は
い
せ
つ泄

さ
れ
て
、
甘
酸
っ
ぱ
い

糖
尿
病
独
特
の
口
臭
が
出
ま

す
。

③
肝
機
能
障
害

　

腸
管
か
ら
吸
収
さ
れ
た
硫

黄
化
合
物
が
肝
臓
で
十
分
に

解
毒
、
分
解
さ
れ
ず
に
肺
を

介
し
て
呼
気
中
に
排
泄
さ
れ

て
き
ま
す
。

④
副ふ

く
び
く
う

鼻
腔
炎
（
蓄ち

く
の
う膿

症
）、

呼
吸
器
疾
患
、
腎
疾
患

　

膿の
う
じ
ゅ
う汁
、
ア
ミ
ン
な
ど
の
臭

気
物
質
が
排
泄
さ
れ
ま
す
。

⑤
ホ
ル
モ
ン
分
泌
の
変
化

　

因
果
関
係
に
つ
い
て
は
不

明
な
部
分
が
多
い
よ
う
で
す

が
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
影
響

で
歯
肉
の
炎
症
性
変
化
を
き

た
し
、
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
内
に

メ
チ
オ
ニ
ン
が
増
加
す
る
か

ら
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

⑥
が
ん
に
よ
る
口
臭

　

肺
が
ん
や
胃
が
ん
に
な
る

と
、
が
ん
細
胞
が
出
す
独
特

の
臭
い
が
見
ら
れ
ま
す
。

■
治
療

　

食
事
に
よ
る
も
の
は
舌
や

歯
に
つ
い
た
も
の
を
除
去
す

れ
ば
よ
く
な
り
ま
す
。
生
理

的
な
口
臭
は
、
食
後
の
歯
磨

き
と
口
臭
が
き
つ
く
な
る
朝

起
き
た
時
と
夕
飯
前
に
う
が

い
を
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

　

病
的
口
臭
は
疾
患
治
療
が

必
要
で
す
。
ま
た
疾
病
の
あ

る
人
は
、
舌
の
表
面
が
白
く

な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
舌
の
清
掃
や
洗
口
剤
の

う
が
い
を
行
う
と
い
い
で
し

ょ
う
。

尾駮診療所　歯科医長

中美 俊大

異文化交流フェアを 2 月 20 日日に開催
世界各国の文化にふれるチャンスです

　

今
年
も
、
異
文
化
交
流
フ

ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。

　

世
界
各
国
の
料
理
を
試
食

し
な
が
ら
会
話
を
楽
し
む
な

ど
、
14
カ
国
の
文
化
に
ふ
れ

る
こ
と
が
で
き
る
チ
ャ
ン
ス

で
す
。

　

皆
さ
ま
、
お
誘
い
合
わ
せ

の
上
気
軽
に
来
場
し
て
く
だ

さ
い
。

■
日
時　

２
月
20
日
日

正
午
ス
タ
ー
ト

■
場
所　

六
ヶ
所
村
文
化
交

流
プ
ラ
ザ
「
ス
ワ
ニ
ー
」

■
催
し
物

①
大
好
評
！
世
界
14
カ
国
の

料
理
試
食

冬
な
ら
で
は
の
楽
し
み

ヤ
ン
ヤ
ン
郡
の
ス
イ
ー
ツ

　

こ
ん
に
ち
は
。
ヤ
ン
ヤ
ン
郡

派
遣
職
員
の
髙
田
勇
貴
で
す
。

　

ヤ
ン
ヤ
ン
郡
も
１
月
に
な

り
、
寒
さ
が
ぐ
っ
と
厳
し
く

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る

１
月
17
日
時
点
で
の
気
温
を

ご
紹
介
し
ま
す
と
、
最
低
気

温
は
マ
イ
ナ
ス
11
℃
、
最
高

気
温
は
０
℃
で
す
。
雪
は
ほ

と
ん
ど
降
り
ま
せ
ん
が
、
役

所
に
通
勤
す
る
と
き
は
手
や

鼻
に
痛
み
を
感
じ
、
涙
や
鼻

水
が
出
ま
す
。

　

先
日
は
わ
た
し
の
ア
パ
ー

ト
の
水
道
も
凍
結
し
ま
し

た
。管
理
人
が
館
内
放
送
で
、

水
道
の
凍
結
に
気
を
付
け
る

よ
う
何
度
も
注
意
を
促
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
は
、
例
年
よ
り
寒
い

と
い
う
人
が
い
る
く
ら
い
本

当
に
寒
い
日
が
続
い
て
い

②
民
族
舞
踊

③
外
国
人
に
よ
る
日
本
語
の

寸
劇
『
水
戸
黄
門
ず
っ
こ
け

旅
２
０
１
１
』

④
ゲ
ー
ム

⑤
世
界
各
国
の
グ
ッ
ズ
が
当

た
る
お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど

■
参
加
国　

日
本
、
韓
国
、

中
国
、
ド
イ
ツ
、
ア
メ
リ
カ
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
イ
ギ
リ

ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、

ス
ペ
イ
ン
、
カ
ナ
ダ
、
イ
ン

ド
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
エ
ル

サ
ル
バ
ド
ル

問
国
際
交
流
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

内
線
２
６
２

ま
す
が
、

冬
な
ら

で
は
の

楽
し
み

も
あ
り

ま
す
。

　

退
勤

後
、

街

を
歩
く

と
立
ち

食
い
の

屋
台
が

出
て
い
て
、
熱
々
の
お
菓
子

や
お
で
ん
を
売
っ
て
い
ま

す
。
お
で
ん
は
、
韓
国
語
で

も
「
お
で
ん
」
と
言
い
、
お

で
ん
の
具
も
日
本
と
似
て
い

ま
す
。
お
菓
子
は
、「
ホ
ッ

ト
ッ
ク
」
と
い
う
、
う
る
ち

米
の
生
地
の
中
に
黒
砂
糖
を

入
れ
、
円
形
に
焼
い
た
、
お

も
ち
の
よ
う
な
お
菓
子
が
あ

り
ま
す
。
と
っ
て
も
熱
く
て
、

食
べ
る
と
中
の
黒
砂
糖
が
溶

け
て
蜜
の
よ
う
に
出
て
く
る

韓
国
の
伝
統
的
な
お
菓
子

で
、
１
個
約
40
円
程
度
で
す
。

　

ま
た
、
わ
た
し
が
毎
日
の

よ
う
に
食
べ
て
帰
る
の
が
、

「
プ
ン
オ
ッ
パ
ン
」
と
い
う
、

日
本
で
言
え
ば
タ
イ
焼
き
の

よ
う
な
お
菓
子
で
す
。
プ
ン

オ
と
は
、
日
本
語
で
魚
の
フ

ナ
の
こ
と
で
、
日
本
で
は
タ

イ
焼
き
で
す
が
韓
国
で
は
フ

ナ
焼
き
で
す
。
こ
れ
は
、
日

本
の
タ
イ
焼
き
よ
り
小
ぶ
り

で
す
が
、
サ
ク
っ
と
し
た
食

感
で
、
中
の
ね
り
餡
が
甘
す

ぎ
ず
、
出
来
立
て
の
熱
々
を

食
べ
て
帰
る
の
が
日
課
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
も
リ
ー
ズ

ナ
ブ
ル
で
、
３
個
で
90
円
程

度
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
熱
々
で

お
い
し
い
立
ち
食
い
系
お
や

つ
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
ヤ
ン

ヤ
ン
の
「
お
い
し
い
冬
」
を

体
験
し
て
い
る
今
日
こ
の
ご

ろ
で
す
。

村
派
遣
職
員
が
ヤ
ン
ヤ
ン
郡

で
の
暮
ら
し
を
紹
介
し
ま
す

今
日
も
襄
陽
日
和
で
す
。

韓国の伝統的なお菓
子「ホットック」㊤
と日本のタイ焼きの
ようなお菓子「プン
オッパン」㊦の屋台。
2 つともヤンヤン郡
の「おいしい冬」に
はかかせません

㊤各国の料理試食も、異
文化交流フェアの大きな
魅力。今年は 14 カ国のブー
スが会場内に並びます（写
真は昨年の韓国ブース）
㊦村在住外国人たちが熱
演した「水戸黄門」。今年
はキャストを変えて 2011
年バージョンをコミカル
に演じます
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交
流
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だ
よ
り

健
康

医
療

　

現
在
（
１
月
４
日
）
ま
で

の
県
内
で
発
生
し
た
除
排
雪

中
の
事
故
は
、
６
件
６
人
、

う
ち
死
亡
者
が
０
人
で
す
。

　

左
記
事
案
の
事
故
原
因
を

十
分
留
意
し
、
除
排
雪
中
の
事

故
防
止
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

本
年
度
の
主
な
事
故
の
特
徴

①
12
月
17
日
、
つ
が
る
市
で

54
歳
の
女
性
が
融
雪
口
の
鉄

製
の
蓋
に
手
を
挟
み
負
傷

②
12
月
18
日
、
中
泊
町
で
64

歳
の
男
性
が
屋
根
の
雪
下
ろ

し
中
に
転
落
し
重
傷

③
12
月
27
日
、
六
ヶ
所
村
で

除
雪
作
業
中
の
除
雪
車
の
ブ

ラ
ン
ケ
ッ
ト
が
地
面
の
段
差

に
当
た
り
、
そ
の
衝
撃
に
よ

り
負
傷

＊
毎
年
、
屋
根
雪
の
除
雪
中
に

転
落
す
る
事
案
が
非
常
に
目

立
っ
て
い
ま
す
が
、
本
年
は
昨

年
ま
で
発
生
が
な
か
っ
た
「
排

雪
口
の
蓋
に
手
を
挟
ま
れ
負
傷
」

す
る
事
案
が
２
件
発
生
し
て
い

ま
す
。
除
排
雪
時
に
は
十
分
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

除
排
雪
中
の
事
故
を
防
止

す
る
た
め
、
次
の
こ
と
に
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う

〇
屋
根
の
雪
下
ろ
し
を
す
る

と
き
は
、「
命
綱
を
付
け
る
」

「
滑
り
止
め
の
付
い
た
靴
を

履
く
」
な
ど
、
転
落
防
止
に

十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
は
し
ご
の
上
り
下
り
の
際

は
、
は
し
ご
を
支
え
て
も
ら

う
な
ど
転
落
事
故
防
止
に
十

分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
除
雪
作
業
は
で
き
る
だ
け

複
数
で
行
い
、
周
囲
に
注
意

を
払
い
ま
し
ょ
う
。

○
軒
下
か
ら
屋
根
の
雪
を
落

と
す
と
き
は
、
雪
の
下
敷
き

に
な
る
危
険
が
あ
り
ま
す
の

で
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

特
に
暖
気
の
と
き
は
、
屋

根
雪
の
落
下
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

●
違
法
駐
車
は
迷
惑
駐
車

　

県
内
で
は
積
雪
に
よ
っ
て

道
路
幅
も
こ
れ
ま
で
以
上
に

狭
く
な
る
た
め
、
違
法
駐
車

に
よ
っ
て
交
通
渋
滞
が
さ
ら

に
ひ
ど
く
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

  

ま
た
、
救
急
車
、
消
防
車

な
ど
の
緊
急
車
両
の
通
行
を

妨
げ
、
ゴ
ミ
収
集
作
業
、
除

排
雪
作
業
の
妨
害
と
な
る
な

ど
市
民
生
活
に
大
変
な
迷
惑

を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

警
察
で
は
、
１
月
か
ら
３
月

ま
で
の
３
カ
月
間
を
「
違
法

駐
車
取
締
り
強
化
期
間
」
に

設
定
し
て
、
違
法
駐
車
の
交

通
指
導
取
締
り
を
強
化
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

違
法
な
駐
車
は
、
ド
ラ
イ

バ
ー
の
み
な
さ
ん
は
も
ち
ろ

ん
、
ド
ラ
イ
バ
ー
と
な
る
社

員
を
送
り
出
す
使
用
者
が
得

意
先
に
駐
車
場
を
確
保
す
る

な
ど
、
ひ
と
り
ひ
と
り
が
工

夫
す
る
こ
と
で
な
く
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
会
社
も
、
営
業
車

が
違
法
な
駐
車
を
し
な
い
よ

う
、
運
転
者
に
指
導
し
て
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

　

本
格
的
な
冬
山
シ
ー
ズ
ン

の
到
来
で
す
。
毎
年
こ
の
時

期
は
、
八
甲
田
山
・
岩
木
山

で
の
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
に
よ
る

遭
難
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

次
の
こ
と
に
注
意
し
、
遭
難

し
な
い
よ
う
冬
山
を
楽
し
ん

で
く
だ
さ
い
。

❶
今
シ
ー
ズ
ン
の
遭
難
状
況

（
１
月
４
日
現
在
）
２
件
３

人
（
①
コ
ー
ス
外
を
滑
走
し

沢
に
転
落
し
遭
難
、
②
悪
天

候
の
中
コ
ー
ス
を
見
失
い
遭

難
）

❷
入
山
者
へ
の
注
意
事
項

⑴
知
識
や
経
験
、
技
術
の
未

熟
な
登
山
者
だ
け
で
の
入
山

は
厳
に
慎
み
ま
し
ょ
う
。

⑵
冬
山
装
備
・
通
信
手
段（
携

帯
電
話
な
ど
）
を
携
行
し
ま

し
ょ
う
。

 

＊
山
岳
地
帯
で
は
、
携

帯
電
話
の
通
じ
な
い
場

所
が
あ
り
ま
す
。
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

⑶
天
気
予
報
を
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

⑷
登
山
計
画
書
を
必
ず

提
出
し
ま
し
ょ
う
。

❸
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
の

遭
難
防
止
に
つ
い
て

　

こ
こ
数
年
、
こ
の
時

期
か
ら
春
に
か
け
て
、

八
甲
田
山
系
な
ど
（
乗

入
禁
止
区
域
）
へ
の
ス

ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
の
侵
入

除排雪中の事故を防止しよう
屋根の雪下ろしなどに十分気をつけましょう

② 12 月末の村の物件事故発生状況
平成 22 年 21 年

前年比
12 月中 累計 累計

22 219 229 -10

① 12 月末の村の人身事故発生状況
平成 22 年 21 年 前年比12 月中 累計 累計

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

1 0 5 16 0 23 29 0 43 -13 0 -20

毎月６日は、六ヶ所村民交通安全の日
死亡事故ゼロ 3,697 日達成！（12 月 31 日現在）

が
目
立
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

区
域
は
山
深
い
地
域
に
位
置

す
る
た
め
、
自
然
破
壊
は
も

と
よ
り
、
事
故
が
起
き
る
と

大
規
模
な
遭
難
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　

ま
た
、
下
北
半
島
国
定
公

園
・
津
軽
国
定
公
園
に
お
い

て
も
、
乗
り
入
れ
が
禁
止
さ

れ
て
い
る
区
域
が
あ
り
ま

す
。
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
に
乗

る
と
き
は
、
乗
り
入
れ
す
る

可
能
な
区
域
か
を
確
認
し
て

か
ら
、
安
全
に
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

違
法
駐
車
は

や
め
ま
し
ょ
う

冬
山
遭
難
を

な
く
そ
う

■
花
粉
症
と
は

　

花
粉
症
は
、
ス
ギ
な
ど
の

花
粉
が「
抗
原（
ア
レ
ル
ゲ
ン
）」

と
な
っ
て
起
こ
る
鼻
症
状
を

中
心
と
し
た
ア
レ
ル
ギ
ー
疾

患
で
す
。
今
や
全
人
口
の
約

25
％
が
罹
患
し
て
い
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
昨
年

の
猛
暑
が
原
因
で
、
ス
ギ
の
花

粉
が
昨
年
の
２
～
10
倍
飛
散

す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

■
花
粉
症
の
初
期
療
法

　

毎
年
、
症
状
が
み
ら
れ
る

人
は
、
症
状
が
現
れ
た
ら
す

ぐ
に
治
療
を
開
始
す
る
「
初

期
療
法
」
に
努
め
る
こ
と
が

症
状
軽
減
の
第
一
歩
で
す
。

　

大
量
飛
散
が
予
測
さ
れ
る

今
年
は
症
状
が
重
く
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
花
粉
が

飛
び
始
め
る
前
に
耳
鼻
咽
喉

科
を
受
診
し
て
、
初
期
療
法

を
検
討
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。

●
開
始
の
タ
イ
ミ
ン
グ

①
鼻
・
目
・
耳
な
ど
の
小
さ

な
自
覚
症
状
が
出
て
き
た
と

き②
花
粉
情
報
が
出
た
と
き

●
初
期
療
法
の
メ
リ
ッ
ト

適切な初期治療で、辛い「花粉症」を軽減しよう
2011 年は花粉が大量飛散 !?

①
ピ
ー
ク
時
の
症
状
を
軽
減

②
発
症
の
時
期
を
遅
ら
せ
る

③
症
状
の
終
了
を
早
め
る

■
花
粉
を
体
に
入
れ
な
い
工

夫
を
し
よ
う

【
外
出
時
の
注
意
】

マ
ス
ク
、
メ
ガ
ネ
、
コ
ー
ト
、

帽
子
な
ど
で
防
御
す
る
。
帰
っ

た
ら
玄
関
の
外
で
体
に
つ
い

た
花
粉
を
払
い
、
手
洗
い
、

う
が
い
、
洗
顔
を
す
る
。

【
家
で
の
注
意
】

花
粉
の
大
量
飛
散
日(

風
が

強
い
、
気
温
が
高
い
、
乾
燥
、

雨
の
日
の
翌
日
な
ど)

に
は

窓
を
開
け
ず
、
洗
濯
物
や
布

団
を
干
さ
な
い
。
外
に
干
し

た
洗
濯
物
は
良
く
は
た
い
て

か
ら
入
れ
る
。加
湿
し
、カ
ー

テ
ン
な
ど
に
静
電
気
防
止
ス

プ
レ
ー
等
を
使
う
。

【
生
活
習
慣
】
バ
ラ
ン
ス
の
取

れ
た
食
生
活
や
ス
ト
レ
ス
の

対
処
、
睡
眠
を
心
が
け
る
。

●今月の歯ッピーエンゼルたち●
12 月 21 日の３歳児健診で虫歯のなかった子どもたちです

　六ヶ所村は、新型インフルエンザ
予防接種費用の補助事業を実施して
います。
　払い戻し手続きが必要な医療機関
で接種した場合は、補助の申請をす
る必要があります。
　申請していない場合は早めに手続きしてくだ
さい。詳しくは全世帯に配布された通知をご覧
になるか、健康課・健康相談係（☎ 0175-72-
2111 内線 147）に連絡してください。

新型インフルエンザ予防接種
費用を補助しています

岩谷虎将くん 高橋彩世ちゃん

能登麻凛ちゃん

小泉芽意ちゃん

堀込新太くん

佐藤克哉くん

佐藤遼河くん

浜中一翔くん

赤石蒼空くん

　

六
ヶ
所
村
保
健
協
力
員
協

議
会
は
、
平
成
23
年
度
か
ら

一
緒
に
活
動
す
る
仲
間
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

保
健
協
力
員
は
「
豊
か
な

生
活
は
健
康
か
ら
、
幸
せ
な

家
庭
は
健
康
か
ら
」
を
目
指

し
、
村
民
の
健
康
を
維
持
・

増
進
す
る
た
め
に
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
に
興
味
の
あ

る
人
は
、
ぜ
ひ
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

■
保
健
協
力
員
の
主
な
活
動

・
健
診
受
診
の
必
要
性
を
村

民
に
Ｐ
Ｒ
し
、
支
援
す
る
。

・
学
習
会
や
研
修
に
積
極
的

に
参
加
し
、
健
康
に
関
す
る

知
識
を
、
ま
ず
は
自
分
や
家

族
で
実
践
す
る
。

・
地
域
の
仲
間
と
共
に
、
健

康
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
る
。

■
連
絡
先

健
康
課
・
健
康
相
談
係

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

内
線
１
４
７

　2 月 23 日の栄養教室は、2 月 9 日（場所：保健相
談センター）に変更になりました。

栄養教室（２月）日程変更のお知らせ

よ い 歯 で 歯 ッ ピ ー

保
健
協
力
員
の
仲
間

に
な
り
ま
せ
ん
か
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●確定申告 ― 十和田税務署からのお知らせ

①確定申告書の作成・提出は、e-Tax（電子申告）
を利用してください。

■ e-Tax の利用メリット
○国税庁ホームページか
ら電子申告
　自宅から国税庁ホームページの「確定申告書等作
成コーナー」を利用して、e-Tax に送信できます。
　確定申告特集ページからご覧ください。
○最高 5,000 円の税額控除
　平成 22 年分の所得税の確定申告を、本人の電子
署名および電子証明書を付して申告期限内に行うと、
所得税額から最高 5,000 円の控除を受けることがで
きます。（平成 19 年～ 21 年分でこの控除を受けた人
は、受けられません。
○還付金がスピーディ
　e-Tax で申告された還付申告は早期処理しています

（3 週間程度に短縮）。

＊ e-Tax の利用には、電子証明書の取得（手数料が
必要です。）IC カードリーダライタの購入などの事前
準備が必要です。
　もっと詳しい情報はホームページ（www.e-tax.
nta.go.jp）へ

②平成 22 年分の確定申告書の提出期限

＊十和田税務署では、十和田奥入瀬合同庁舎（官庁
街通りの十和田市役所のとなり）1 階共用会議室に
おいて申告書作成会場を開設しています。
3 月に入ると税務署は大変混み合います。申告はお
早めにお済ませください。
　なお、申告書は e-Tax または郵便・信書便でも提
出可能です。

③平成 22 年分の所得税・消費税および地方消費
税・贈与税の納期限

＊「所得税」および「消費税および地方消費税」の
納税には、振替納税を利用してください。　
　指定の口座から振替日に自動的に引き落とされま
す。一度手続きすると、翌年以降の手続きは不要です。

④平成 22 年分消費税および地方消費税確定
申告説明会の日程表

■詳しくは十和田税務署（☎ 0176（23）3151）に
問い合わせてください。
　確定申告に関する電話は、電話相談センターにつ
なぎします。電話相談センターには、東北税理士会
の税理士も従事しています。

所　得　税 ３月 15 日火

消費税および地方消費税 ３月 31 日木

贈　与　税 ３月 15 日火

現金納付（納期限） 振替納税（振替日）

所　得　税 3 月 15 日火 4 月 22 日金

消費税および
地方消費税 3 月 31 日木 4 月 27 日水

贈　与　税 3 月 15 日火

開催月日
会場 開催時間 対象者

2 月 4 日金

十和田奥入瀬
合同庁舎内
5 階会議室

10：00 ～ 12：00 消費税課税事業者
簡易課税適用者

13：30 ～ 15：30 消費税課税事業者
一般課税適用者

平成 22 年分　　　　　　　　　（村県民税・所得税）はお早めに。

　今年も確定申告日程表のとおり申告
を受け付けます。

申告対象者は、平成 23 年 1 月 1 日
現在、六ヶ所村に住民登録をしている
人です。

申告をしない場合は、所得証明書な
どの交付、国保税の軽減措置、国民年
金など掛金の免除、村営住宅の更新手
続き、各種福祉サービスや手当てが受
けられないなど、大変不利益となりま
すので、各種所得者が扶養者であると
申告された人を除き、失業・無職・労
災などにより所得の無い人や生活保護
を受給している人も必ず申告してくだ
さい。

なお、税務署に直接申告する人およ
び給与所得だけで、かつ 22 年中に１カ
所からだけ給与を受け、会社で年末調整
をした人は申告の必要はありません。
　申告の際には、印鑑および次の書類
を必ず持参してください。
①預金通帳またはキャッシュカードな
ど、申告する人の口座番号のわかるもの。
②給与所得者は平成 22 年中に受給し
たすべての源泉徴収票（紛失した場合
は給与支払者から再交付を受けてくだ
さい）。
③建築業等所得者は、給与支払者から
源泉徴収票が交付された場合に限り給
与所得者として給与所得計算ができ、
交付されない場合は請負業（一人親方）
として年間の収支計算が必要となりま
すので注意してください。なお、毎月
の賃金支給明細などは源泉徴収票とな
りませんので必ず交付を受けてくださ
い。
④農業・漁業・営業等所得者は、収支
計算を明確にしたもの（年間の収入金
額、事業に係る経費のわかる帳簿、領
収書等）。※領収書だけの持参は受け
付けできませんので、帳簿等に記帳・
整理して持参してください。
⑤不動産所得者（借家、借地のある人）
は、収支計算を明確にしたもの（不動
産の所在地、貸家等の戸数、家賃、借
地料、経費等のわかる帳簿、領収書な
ど）。

⑥防衛省から不動産使用料などの支払
いがある人は、収入金額がわかるもの

（通帳、契約書、通知書など）。
⑦譲渡所得者（不動産などを売った人）
は、売買契約書、譲渡経費などの領収
書、官公庁が発行した申出・買取証明
書など。
⑧その他雑所得および一時所得者（生
命保険満期返戻金、土砂・砂利等の販
売のある人）はその明細書、売買契約
書など。
⑨平成 22 年中に支払った各種領収書・
控除証明書など（医療費、生命保険料、
地震保険料、国民健康保険税、介護保
険料、国民年金保険料、農業者年金保
険料）。
⑩税務署から確定申告書が送付されて
いる人は、送付された確定申告書を必

ず持参してください。
◎自宅やオフィスから、インターネッ
トで申告や納税ができる「e-Tax（国
税電子申告）」もぜひ利用してくださ
い（電子証明書の取得など、事前手続
きが必要です）。
　また、国税庁ホームページでは、個
人の確定申告書等の作成ができる「確
定申告書等作成コーナー」を開設して
いますので、申告書の作成に利用して
ください。なお、確定申告期間中、村
中央公民館玄関ホールへ e-Tax のでき
るパソコンを設置しています。
　国税庁ホームページアドレス　　http://
www.nta.go.jp/　 の確定申告書等作成
コーナー」からアクセスしてください。
問税務課　
☎ 0175（72）2111（内線 125）

○ 2 月 14 日～ 3 月 15 日までの期間は上記日程の
とおり、それぞれの受付会場にて申告を受付しま
す。地区対象日に都合の悪い人は、対象受付会場
のいずれかの日に申告してください。なお、予備
日は大変混み合いますので、必ずご自分の対象日
に各地区の受付会場で申告してください。

※ 1　上記期間中、税務課窓口での申告受け付け
はできません。
※ 2　村は消費税の申告を受け付けませんの
で、対象者は 3 月 31 日までに十和田税務署
で直接申告してください。

月 日 受付時間 受付会場 対象地区

2 月

14 日月 9：30 ～ 16：00

泊地区ふれあい
センター

泊（一般）1 班・2 班

15 日火 9：30 ～ 16：00 泊（一般）3 班～ 10 班

16 日水 9：30 ～ 16：00 泊（一般）11 班～ 18 班

17 日木 9：30 ～ 16：00 泊（漁業）11 班～ 17 班

18 日金 9：30 ～ 12：00 泊（漁業）1 班～ 10 班

21 日月 9：30 ～ 16：00

平沼支所

端・六原・笹崎・庄内・豊原・睦栄

22 日火 9：30 ～ 16：00 千歳平 1 班～ 9 班
23 日水 9：30 ～ 16：00 千歳平 10 班～ 12 班・千歳
24 日木 9：30 ～ 16：00 平沼 1 班～ 3 班・新納屋・石油備蓄

25 日金 9：30 ～ 16：00 平沼 4 班～ 7 班

28 日月 9：30 ～ 16：00 平沼 8 班～ 11 班

3 月

1 日火 9：30 ～ 16：00

平沼支所

新城平・中志・内沼

2 日水 9：30 ～ 16：00 倉内 1 班～ 4 班

3 日木 9：30 ～ 16：00 倉内 5 班～ 8 班

4 日金 9：30 ～ 12：00 倉内 9 班・10 班
7 日月 9：00 ～ 16：00

中央公民館

出戸・石川・二又・第三二又・ひばり平・富ノ沢
8 日火 9：00 ～ 16：00 尾駮・老部川

9 日水 9：00 ～ 16：00 野附・尾駮浜

10 日木 9：00 ～ 16：00 戸鎖・室ノ久保・千樽・尾駮レイクタウン

11 日金 9：00 ～ 16：00 予備日

14 日月 9：00 ～ 16：00 予備日

15 日火 9：00 ～ 15：00 予備日

●確定申告日程表

確 定 申 告



22Rokkasho●2011-223 Rokkasho●2011-2

　

本
協
会
は
、
冬
期
間
の
村
民

の
健
康
と
親
睦
を
図
る
た
め
、

第
19
回
六
ヶ
所
村
体
育
協
会
長

杯
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開
催
し

ま
す
。
事
業
所
の
同
僚
、
仲
間

な
ど
と
共
に
、
ふ
る
っ
て
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

２
月
26
日
土

監
督
会
議　

13
時
30
分

開
会
式　
　

13
時
45
分

ス
タ
ー
ト　

14
時

■
場
所　

ス
ポ
ル
ト
下
田
（
お

い
ら
せ
町
ジ
ャ
ス
コ
内
）

☎
０
１
７
８
（
56
）
８
０
２
２

■
参
加
費　

１
チ
ー
ム（
４
人
）

１
万
円
（
プ
レ
ー
代
、
賞
品
代

金
）
＊
当
日
13
時
か
ら
受
付
で

徴
収
し
ま
す
。

■
申
込
期
限　

２
月
18
日
金

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

郵
便
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
メ
ン

バ
ー
表
を
左
記
担
当
ま
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

六
ヶ
所
村
大
字
倉
内
字
笹
崎

１
０
２
４
―
６　

相
内
国
雄

☎
０
１
７
５
（
74
）
２
０
３
１

Fax
０
１
７
５
（
71
）
５
９
４
５

■
そ
の
他

先
着
順
22
チ
ー
ム
（
88
人
）
で

締
め
切
り
ま
す
が
、
参
加
申
し

込
み
が
11
チ
ー
ム
に
達
し
な
い

場
合
は
、
中
止
と
な
り
ま
す
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

身
近
な
事
故
か
ら
暮
ら
し
を

守
る
、
幅
広
い
交
通
災
害
の
保

障
で
す
。

　

年
齢
・
健
康
状
態
に
関
わ
ら

ず
、
誰
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

■
会
費　

年
間
１
人
３
５
０
円

■
受
付
開
始　

２
月
１
日

■
受
付
場
所　

役
場
総
務
課
、

泊
支
所
、
平
沼
支
所

■
共
済
期
間　

平
成
23
年
４
月

１
日
か
ら
24
年
３
月
31
日
ま
で

の
１
年
間

＊
途
中
加
入
で
も
可

■
対
象
と
な
る
交
通
事
故

・
自
動
車
、
バ
イ
ク
、
自
転
車
、

車
イ
ス
な
ど
の
道
路
交
通
に
よ

る
人
身
事
故

・
歩
い
て
い
て
車
に
は
ね
ら
れ

た
り
、
ひ
か
れ
た
り
し
た
事
故

・
自
転
車
で
走
行
中
に
転
倒
し

た
り
、
追
突
さ
れ
た
り
し
て
ケ

ガ
を
し
た
と
き

＊
交
通
事
故
に
よ
る
傷
害
の
程

度
に
応
じ
て
見
舞
金
が
支
払
わ

れ
ま
す

　

な
お
、
24
年
３
月
31
日
ま
で

に
、
村
内
に
住
所
を
有
す
る
満

18
歳
以
下
の
人
お
よ
び
65
歳
以

上
と
な
る
人
の
会
費
は
村
で
負

担
し
、
一
括
加
入
し
ま
す
。
間

違
え
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
総
務
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

内
線
２
２
４

　

村
は
、
土
砂
災
害
か
ら
村
民

の
安
全
確
保
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
を
自
治
会
・
町
内
会
を
通

じ
て
各
世
帯
に
配
布
し
ま
し
た
。

　

土
砂
災
害
に
対
す
る
心
得
な

ど
、
万
一
の
事
態
に
対
応
す
る

内
容
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
１
月
か
ら
村
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.
rokkasho.jp/

）
に
掲
載
し
て

い
ま
す
の
で
併
せ
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

問
原
子
力
対
策
課　

防
災
係

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

内
線
３
３
３

　

親
子
ス
ケ
ー
ト
教
室
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　

村
民
の
皆
さ
ん
の
多
数
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
開
催
日　

２
月
20
日
日

■
場
所　

青
森
県
営
ス
ケ
ー
ト

場■
募
集
人
員　

先
着
80
人

■
入
場
料
（
団
体
割
引
）

 

・
小
学
生
以
下　
　

50
円

 

・
中
学
生　
　
　

１
１
０
円

 

・
高
校
生　
　
　

２
２
０
円

 

・
一　

般　
　
　

４
７
０
円

※
貸
靴
代　
　
　

３
４
０
円

■
申
込
期
限　

２
月
10
日
木

問
社
会
教
育
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

内
線
５
２
０

　

最
近
、
年
金
事
務
所
職
員
を

装
い
自
宅
を
訪
問
し
、「
年
金
の

手
続
き
が
済
ん
で
い
な
い
。
ご

本
人
に
代
わ
っ
て
手
続
き
を
す

る
の
で
手
数
料
を
支
払
っ
て
ほ

し
い
。」
な
ど
と
言
い
、
そ
の
場

で
現
金
を
請
求
す
る
よ
う
な
事

例
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

年
金
事
務
所
の
職
員
が
自
宅

を
訪
問
し
、
年
金
手
続
き
の
手

数
料
を
請
求
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

年
金
事
務
所
の
職
員
を
名
乗

っ
た
訪
問
や
電
話
で
不
振
な
点

六ヶ所村役場☎ 0175-72-2111（代表）　　村のホームページ　http://www.rokkasho.jp/

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
そ
の
場
で

対
応
す
る
こ
と
な
く
、
年
金
事

務
所
や
役
場
担
当
へ
確
認
す
る

な
ど
十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
年
金
事
務
所
の
職
員

が
訪
問
す
る
際
は
、
身
分
証
明

書
を
携
帯
し
て
い
ま
す
の
で
、

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
福
祉
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

内
線
１
４
９

　

県
は
、
青
森
県
東
京
ビ
ジ
ネ

ス
プ
ラ
ザ
内
に
「
あ
お
も
り
キ

ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
」を
開
設
し
、

首
都
圏
に
在
住
す
る
Ｕ
タ
ー
ン

希
望
者
や
団
塊
世
代
の
皆
さ
ん

に
対
し
、「
就
職
」「
生
活
」
両

面
か
ら
の
相
談
に
応
じ
県
内
へ

の
就
職
や
本
県
で
の
セ
カ
ン
ド

ラ
イ
フ
の
実
現
に
向
け
て
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
ま
す
。
厳
し
い
雇

用
情
勢
が
続
く
中
、
一
人
で
も

多
く
の
人
に
県
内
企
業
へ
就
職

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
こ
の
た

び
無
料
職
業
安
定
所
を
開
設
し

ま
し
た
。
気
軽
に
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

■
業
務
内
容

①
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
の
相
談

土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
を
各
世
帯
に
配
布

親
子
ス
ケ
ー
ト
教
室

参
加
者
募
集

村
体
協
杯
ボ
ウ
リ
ン
グ

大
会
を
開
催

平
成
23
年
度
交
通
災
害

共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ

う

年
金
事
務
所
職
員
を
名

乗
る
詐
欺
に
注
意

「
あ
お
も
り
キ
ャ
リ
ア

セ
ン
タ
ー
」
に
つ
い
て

沼
ぬまべ

辺　俊
しゅんすけ

祐（俊英）尾駮

小
こむかい

向　悠
ゆうり

理（元幸）尾駮レイクタウン

伊
いとう

藤帆
ほのか

乃花（稔）　　尾駮レイクタウン

橋
はしもと

本　幸
ゆきほ

歩（竜行）平沼

松
まつもと

本　にこ（卓也）尾駮レイクタウン

古
ふるかわ

川　明
あかり

莉（勝彦）泊

桜
さくらい

井　蒼
そうし

史（淳）　　泊

岩
いわさき

崎　聡
そうすけ

介（一心）尾駮レイクタウン

高
たかぎ

木　莉
りひと

人（真吾）尾駮レイクタウン

三
みうら

浦　鯉
りく

空（晃裕）千歳

六ヶ所村の人口
（12 月 31 日現在）

区分 人口 前月比
男 5,972 ＋ 13
女 5,270 ＋ 12
計 11,242 ＋ 25

世帯数 4,497 － 1

お誕生おめでとう
（　）内は保護者名

ご結婚おめでとう

お悔やみ申し上げます

浜中トキヱ　82 才（泊）

橋本　勇一　64 才（平沼）

米内みさを　67 才（尾駮）

橋本　はぎ　89 才（平沼）

久保　久男　67 才（戸鎖）

南　　忠行　55 才（泊）

三浦　幸一　73 才（豊原）

12 月届け出分。届け出時に、本誌への
掲載を希望した人だけ載せています。
問住民課　☎ 0175-72-2111（内線 116）

戸籍の窓

Information Square

支
援
し
ま
す
。

❶
融
資
対
象
の
拡
充

　

１
人
だ
け
の
雇
用
で
も
融
資

利
率
１
・
０
％
を
適
用
さ
せ
る

場
合
の
融
資
対
象
を
拡
充
す
る

①
新
規
学
卒
者
に
つ
い
て
、
学

校
卒
業
後
３
年
以
内
の
未
就
職

者
ま
で
拡
充

②
緊
急
雇
用
創
出
対
策
事
業
に

よ
り
雇
用
さ
れ
た
非
正
規
職
員

を
正
規
職
員
に
切
り
替
え
る
場

合
も
当
該
対
象
に
追
加

❷
融
資
利
率
の
引
き
下
げ

３
人
以
上
雇
用
す
る
場
合
は
、

融
資
利
率
０
・
８
％
へ
引
き
下

げ
る

❸
実
施
時
期

平
成
22
年
12
月
９
日
～
23
年
３

月
31
日
ま
で

問
青
森
県
商
工
労
働
部
商
工
政

策
課
商
工
金
融
グ
ル
ー
プ

☎
０
１
７
（
７
３
４
）
９
３
６
８

Fax 
０
１
７
（
７
３
４
）
８
１
０
６

応
対

②
首
都
圏
在
住
の
団
塊
世
代
の

皆
さ
ん
に
対
す
る
セ
カ
ン
ド
ラ

イ
フ
の
相
談
応
対

③
就
農
相
談
応
対

④
無
料
職
業
紹
介
（
新
設
）

⑤
県
内
企
業
お
よ
び
誘
致
企
業

の
求
人
情
報
収
集
（
新
設
）

■
詳
細
情
報

○
相
談
期
間　

午
前
11
時
～
午

後
５
時

○
住
所　

〒
１
０
４
―

０
０
２
８　

東
京
都
中
央
区
八

重
洲
２
―
２
―
１　

住
友
八
重

洲
ビ
ル
５
Ｆ　

青
森
県
東
京
ビ

ジ
ネ
ス
プ
ラ
ザ
内

☎
０
３
（
３
２
７
１
）
０
７
０
０

Fax
０
３
（
３
２
７
１
）
０
７
０
８

E-m
ail　

 A
-TO

KYO
@

pref.
aom

ori.lg.jp

○
関
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・
就
職
関
連
情
報　

ワ
ー
ク
わ

く
あ
お
も
り
Ｊ
Ｏ
Ｂ
ネ
ッ
ト

http://w
w

w
.aom

ori-job.net/

・
団
塊
世
代
関
連　

情
報
あ
お

も
り
ラ
イ
フ

http://w
w

w
.pref.aom

ori.lg/
life/sum

ai/aom
orilife.htm

l

■
備
考

※
土
日
・
祝
祭
日
・
年
末
年
始

は
休
み
で
す

※
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
不
在

の
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
来
所

の
際
は
事
前
に
電
話
な
ど
で
出

勤
状
況
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

県
は
、
本
年
度
５
月
末
ま
で

実
施
し
た
「
雇
用
創
出
特
別
支

援
枠
」
を
一
部
拡
充
し
て
再
度

創
設
（
現
行
の
「
雇
用
創
出
枠
」

を
置
き
換
え
）、
実
施
す
る
こ

と
に
よ
り
、
中
小
企
業
の
雇
用

創
出
を
金
銭
面
か
ら
積
極
的
に

岡山　康広（千歳）

下久保美夏（横浜町）

小笠原秀隆（岩手県）

麓　　一恵（岩手県）

雇
用
創
出
特
別
支
援
枠

の
お
知
ら
せ

募集種目 応募資格 受付期間 試験期日

予備自衛官
補（一般）

男
女

18 歳以上 34 歳未満の人（平
成 23 年 7 月 1 日基準）　

1 月 11 日 火
～ 4 月 6 日水

4 月 15 日 金 ～
18 日月
＊いずれか 1 日
を指定されます

予備自衛官
補（技能）

18 歳以上で国家資格を有する
人（23 年 7 月 1 日基準）
詳細は下記まで問い合わせて
ください

1技能資格の例　看護師、准看護師、歯科技工士、測量士補、語学（英、露、中、朝：
短大卒以上）、自動車整備士（２級以上）など
2予備自衛官補の概要　
①予備自衛官として必要な知識及び技能を修得するため、3 年以内に 50 日（技能は 2
年以内に 10 日）の教育を受けます。
②教育訓練に参加すると、日額 7,900 円（日数分）が支給されます（教育訓練招集に応
じて参加する場合、交通費支給）。
　試験会場など詳細については、下記まで問い合わせてください。
〒 033-0037　三沢市松園町三丁目 6-16　　中野プラザビル 2 Ｆ（ユニバース隣）
自衛隊青森地方協力本部　三沢募集案内所
☎・Fax 0176（53）1346　e-mail:plomisawa@carrot.ocn.ne.jp

平成 23 年度自衛官等募集のご案内
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年
の
夏
、
無
数
の
ホ
タ

　
　
　

ル
の
群
れ
が
、
石
川
地

区
を
照
ら
し
た
。

　

幻
想
的
で
温
か
な
光
は
、
地

域
住
民
は
も
と
よ
り
、
遠
方
か

ら
足
を
運
ん
だ
観
光
客
た
ち
の

目
を
楽
し
ま
せ
た
。

　

ホ
タ
ル
の
飛
び
交
う
風
景
は

は
、
同
地
区
で
水
田
が
盛
ん
だ

っ
た
こ
ろ
日
常
的
に
あ
っ
た
と

い
う
。

　

ホ
タ
ル
の
里
復
活
の
取
り
組

み
の
中
心
と
な
っ
た
石
川
自
治

会
環
境
部
会
担
当
の
服
部
薫
さ

ん
は
「
わ
た
し
が
子
ど
も
の
こ

ろ
は
ホ
タ
ル
の
風
景
は
全
然
珍

し
く
な
い
ほ
ど
あ
ち
こ
ち
に
あ

っ
た
。
で
も
田
ん
ぼ
が
少
な
く

な
る
に
つ
れ
急
激
に
少
な
く
な

っ
た
」
と
話
す
。

　

昔
の
よ
う
に
ホ
タ
ル
が
舞
う

風
景
を
こ
こ
の
子
ど
も
た
ち
に

見
せ
た
い
―
。
服
部
さ
ん
は
３

年
前
、
石
川
自
治
会
に
ホ
タ
ル

を
増
や
そ
う
と
提
案
。
自
治
会

長
の
福
岡
寛
治
さ
ん
は
「
全
国

で
自
然
の
大
切
さ
が
叫
ば
れ
て

い
る
世
の
中
。
こ
こ
に
い
る
ホ

タ
ル
を
石
川
地
区
の
宝
と
し
て

大
切
に
し
な
く
て
は
」
と
取
り

組
み
を
快
諾
し
た
。

　

福
岡
自
治
会
長
と
服
部
さ
ん

は
、
事
業
に
賛
同
し
た
10
人
の

地
域
住
民
と
共
に
、
ホ
タ
ル
の

里
づ
く
り
の
先
進
地
へ
出
か

け
、
ホ
タ
ル
の
生
育
環
境
を
調

査
。
地
区
内
の
ホ
タ
ル
が
生
息

す
る
小
川
の
水
路
を
整
備
し
、

草
刈
り
や
掃
除
を
行
っ
た
。
協

力
者
た
ち
と
役
割
分
担
を
決

め
、
そ
れ
ぞ
れ
仕
事
を
終
え
て

か
ら
、
夕
暮
れ
の
明
か
り
を
た

よ
り
に
毎
日
の
よ
う
に
作
業
を

行
っ
た
。

　

幼
虫
の
放
流
も
人
工
飼
育
も

し
な
い
ホ
タ
ル
の
増
殖
。
地
道

な
活
動
は
昨
年
、
３
年
越
し
に

よ
う
や
く
形
に
な
っ
た
。

　
「
７
月
下
旬
ご
ろ
か
ら
夕
暮

れ
に
な
る
と
ホ
タ
ル
が
だ
ん
だ

ん
と
光
り
始
め
た
。
あ
ま
り

の
多
さ
と
き
れ
い
さ
に
驚
い

ホタルの里づくり
石川自治会

地域住民の 3 年越しの活動がようやく実り、
昨年の夏、石川地区でホタルが無数の光を放った。
活動ではぐくまれた地域の一体感は、
ホタルと共に地域に活気をもたらしている。

服部 薫 さん

石川自治会
環境部会担当

石川地区で無数に飛び交うホタルの群れ（東奥日報平成 22 年 7 月 24 日掲載）

HotCorner 28

て
、
家
族
を
連
れ
て
見
に
行
っ

た
よ
」
と
服
部
さ
ん
は
に
っ
こ

り
。
協
力
し
た
住
民
た
ち
も
観

光
客
の
来
訪
を
喜
ん
で
い
る
と

い
う
。

　

福
岡
自
治
会
長
は
「
地
域
住

民
が
一
つ
の
目
標
に
向
か
っ
て

協
力
し
一
体
感
が
生
ま
れ
た
。

せ
っ
か
く
戻
っ
て
き
た
ホ
タ
ル

の
光
を
こ
れ
か
ら
ず
っ
と
守
っ

て
い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

12 月の農業委員会定例総会が 12 月 21 日、役場分庁
舎３階大会議室で開催され、下記案件が原案通り議決・
承認されました。
■報告第 15 号　農地の転用事実に関する照会について

2 件 1,205㎡
■報告第 16 号　農地法第 5 条の規定による農地転用届出
について　　　　　　　　　　　　　　　  1 件 16,749㎡
■議案第 35 号　農地法第 3 条の規定による許可申請につ
いて                                                                 　3 件 31,039.24㎡
■議案第 36 号　農地法第 5 条の規定による農地転用許可
申請について　　                                                   　1 件 533㎡
＊総会の傍聴・会議録が縦覧できます。各種許可申請の締め切りは月末です。

■知って得する農業者年金
　国民年金の第 1 号被保険者 ( 保険料納付免除者を除く )
で年間 60 日以上農業に従事する 60 歳未満の人なら誰でも
加入できます。農地を持っていない農業者や、配偶者や後
継者などの家族従事者も加入できます。脱退も自由です。
脱退一時金は支給されませんが、加入期間にかかわらず、
それまでに支払った保険料は将来受給する年金の原資とな
ります。旧制度（平成 13 年 12 月末まで）の加入者で特例
脱退した人も、60 歳未満であれば加入できます。
㊟農業者年金に加入する人は、国民年金の付加年金（付加保険料月

額 400 円）への加入も必要となります。

問農業委員会　☎ 0175(72)2111（内線 271 ～ 273）

農
業
委
員
会
だ
よ
り

［ホタルの里位置図］
生息場所は地域住民の敷地内。見学
時は騒がない、虫よけスプレーを
使わないなどのマナーを守りたい。

      六ヶ所村民図書館新刊案内
     問 0175(72)3405   

http://www.rokkasho-tosho.jp/

図書館からのおすすめ本を紹介します。
新刊は下記のほか、毎週入庫しています。

日・曜 行事名 時　間 場　所

1 火 図書館休館日

2 水

図書館休館日

ワッ歯ッ歯ッ！むし歯０教室 受付 10:30 ～ 10:45 保健相談センター

３歳児健診 受付 12:30 ～ 12:45 保健相談センター

3 木
図書館休館日

千歳中学校立志式 14：10 ～ 千 歳 中 学 校

4 金

図書館休館日

カンガルー教室 受付  ９:30 ～ 10:00 保健相談センター

ピヨママ広場 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

5 土

6 日

7 月 スワニー・郷土館・図書館休館日

8 火
６カ月児健診 受付  ９:30 ～  ９:45 保健相談センター

１歳６カ月児健診 受付 12:30 ～ 12:45 保健相談センター

9 水 栄養教室 9：30 ～ 12：00 保健相談センター

10 木

11 金

12 土

13 日

14 月 スワニー・郷土館・図書館休館日

15 火
１歳児健診 受付  ９:30 ～  ９:45 保健相談センター

４カ月児健診 受付 12:45 ～ 13:00 保健相談センター

16 水 図書館おはなし会 < ３～６歳児向け > 14：40 ～ 図 書 館

17 木
図書館おはなし会 < ０～３歳児向け > 10：30 ～ 図 書 館

教育奨励賞・文化賞・スポーツ賞授与式 9：30 ～ 中 央 公 民 館

18 金
カンガルー教室（抱っこ法） 受付  ９:30 ～ 10:00 保健相談センター

ピヨママ広場 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

19 土 げんねんジュニアロボットコンテスト 10：30 ～ 17：00 総 合 体 育 館

20 日
親子スケート教室（社会教育課主催） 青森県営スケート場

異文化交流フェア 12：00 ～ ス ワ ニ ー

21 月
５歳児発達相談会 受付 13:15 ～ 13:30 保健相談センター

スワニー・郷土館・図書館休館日

22 火

23 水

24 木
カンガルー教室（親子ビクス） 受付  ９:30 ～ 10:00 保健相談センター

ピヨママ広場（ベビーマッサージ） 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

25 金

26 土

27 日

28 月 スワニー・郷土館・図書館休館日

 村のスケジュール2 月

子どものころの苦手科目は国語。数学は明確に答えが出るけど、国語は答えが自分にとってあいまいに感じられ苦手だったことを覚え
ています○現在携わっている広報の仕事で、一番必要とされるのは国語力。毎号毎号、“ 何か試されているのかなぁ ” と思いながら取り
組む日々。子どものときにもっと本を読んで苦手な部分も復習していれば、文章がすらすら書けていたかもしれません…○夏が暑かっ
た年の冬は大雪になる、という予想を裏切らない大雪。村も例外ではなく、どの家庭も毎日のように雪かきに追われています○猛暑は、
春先のスギ花粉も大量飛散させるようです。インフルエンザ対策、そして花粉対策としばらくはマスクが手放せません。皆さんも、予
防と対策を万全に（円子）

今 月 も 最 後 ま で 読 ん で い た だ き あ り が と う ご ざ い ま し た 。編 集 後 記

実はやる気をそいでいる高額ボーナス、自分
で思いついた意見は好ましい、雑用は一気に
片づけるほうが楽…。行動経済学研究の第一
人者が、人間が不合理な行動をしてしまう仕
組みを、ユニークな実験で明らかにする。

不合理だからすべてが
うまくいく

ダン・アリエリー著

テレビ朝日の人気番組「そうだったのか！池
上彰の学べるニュース」（毎週水曜夜８時放
送、全国ネット）がＤＶＤ付きのムックにな
りました。知っておきたい国内ニュースを一
冊にまとめます。

池上彰の
学べるニュース

池上　彰  著

250 人の作家の作品から、語と語の結びつき
60 万例を採録。ひとつ上の文章表現をめざす

「書く人」のための日本語コロケーション辞
典。川柳・俳句・短歌・詩作・作詞などのこ
とば探しにも最適。

てにをは辞典

小内　一 編

チョコレートを溶かして、固めて、デコレー
ション！ プチケーキ、マフィン、トリュフ、
クッキーなど、作って楽しく、贈ってうれし
いチョコレートのお菓子の作り方を詳しいプ
ロセス写真で解説します。

かわいいチョコレート
のお菓子

寺西　恵里子著

昨
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色とりどりの釣り客のテントは、村の真冬の風物詩。
1月の中ごろから2月にかけて、湖沼はワカサギ釣りでにぎわいます。
厚い氷に穴を開け、糸を垂らして釣りあげる。
”厳冬 ” 限定のささやかな楽しみです。

伝えたい、六ヶ所の風景。
真冬の風物詩

1_ ワカサギ釣りを楽しむ釣り客のテントが並ぶ小川原湖の氷上
2_ 日を浴びて輝く小川原湖の湖面
3_ 釣り道具を背負って、釣りのポイントに向かう釣り客

1

3２




